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2 つちおと300号

　会報「つちおと」が昭和46年の創刊以来300号を迎え、この度記念
号として発行できましたこと、会員各位、これまで会を支えていた
だきました歴代役員の皆様、編集作業にご尽力いただいた皆様、な
らびに趣旨をご理解いただきご協賛いただきました皆様に併せて心
より深い感謝を申し上げます。
　昭和46年というと今から54年前のこと。長い歴史の重みを感じざる
を得ません。300号を迎えるにあたり、事務局に保存されておりまし
た「つちおと創刊号」を手に取る機会を得ました。当時の長水支部長…

三島初太郎氏の「発刊に寄せて」において、『…私共建築士会員は相互の親近感、密なる
契りと和を基本として会の発展と社会に貢献しなければならないと思ひます。長水支部は
これ等のパイプ役に少しでも役立てばと思ひ誠に些やかではありますが支部ニュースを漸
次発行して参りたいと思ひます。…』と述べられておりますが、これを一言でいうと、コ
ミュニケーションの充実を図る目的と推察できます。
　その後、100号では当時の高木支部長が『…いずれにしてもつちおとは全会員と士会を
繋ぐ唯一のパイプですのでこれからも皆様に愛されるように努力していきます…』とのこ
とで、コミュニケーションツールとしての「つちおと」に言及されています。
　200号では長水支部から長野支部に変わり、酒井支部長が『…世はIT時代。会報のあり
かたも必然的に変化をすることになろうかと思いますが…』とコミュニケーションのあり
方の変化に触れられています。酒井支部長の予想の通り、３年前から「つちおと」は完全
デジタル化され、現在ではホームページからの情報発信が中心となっています。
　そして2020年から23年までの新型コロナウイルスによるパンデミックを経て、現在の
300号の時代になり、長野支部は須高支部との統合により新生「ながの支部」となりまし
た。従来この会に所属することによって、まさにパイプ役としての「つちおと」を通して
しか得られなかった国や県からの情報が、インターネットを通じて誰でも得ることができ
る時代になりました。必然的に支部ならびに会報の役割が問われていると言えます。と
はいえ、インターネットやAIの時代になっても人と人とのコミュニケーションが組織に
とって重要であることは変わらないどころか、より重要なファクターとなっています。こ
れからの長野県建築士会は、徐々に支部の合併統合が進められると思います。支部のエリ
アが広くなればなるほど、コミュニケーションは一層重要な課題になってくるでしょう。
密なコミュニケーションから生まれるチームワークや結束力によって災害対応等の公益性
の高い事業において存在感を発揮することは、社会での仲間を得ることにつながります。
また、会員各位のスキルの向上につながる善循環を作り出すことは建築技術者が減少して
いる社会環境下において、この会に所属するメリットにつながると思います。このような
メリットを積み重ねることによって、現在の建築士会最大の課題である“会員減少”に歯止
めをかけることが可能になるのではないかと考えております。
　この次の記念号になるであろう「つちおと400号」では、時の支部長がそんな成果を披
露していることを期待して、300号発行に添えるご挨拶とさせていただきます。

300号記念誌発行　ご挨拶

第23代支部長　久　米　え　み
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　ながの支部会報「つちおと」300号発行おめでとうございます。ま
た、この記念号に寄稿させて頂きましたこと、光栄に感じておりま
す。ひと口に300号と申しますが、何十年もの間、会員の皆さんが引
き継ぎ、様々な記事が掲載されてきたことを考えると、その中には長
野県建築士会にとって財産と言えるような記事も多く含まれているで
あろうことは想像に難くありません。この際「つちおと」第1号から
の足跡を辿り、興味深い記事については「建築士ながの」に特集を組

んでみてもいいのでは？と勝手に思いを巡らせております。
　さて、現在全国の建築士会が、会員の減少により悪化した財政の健全化に向けて、様々
な取り組みを始めております。連合会でも経費削減のひとつとして、月刊「建築士」デジ
タル化の議論が始まりました。そんな中での東京建築士会総会でのエピソードをご紹介し
ます。議事の中で、普段は建築士会活動にあまり参加できない会員から、「建築士」が毎
月郵送されてくるのを楽しみにしている。唯一の建築士会との繋がりなので、デジタル化
されると何か失うものがあるような気がする～という意見が寄せられ、総会に上程された
会費の値上げに関する議案についても、会費値上げを認めるので、「建築士」については、
ぜひ今までどおりでお願いしたい～というやりとりがあったそうです。
　連合会の会長会議においては、他の単位士会でも長野県と同じように、会報の送料の問
題から会報の存続の問題も出る一方で、やはりデジタル化は止めてほしい等の意見も出て
います。席上私が、この「つちおと」300号の話をしたところ、他の会長さん達に感心さ
れました。このような積み重ねの事業がその建築士会の本当の実力なのでは？と話された
会長さんもおられました。
　令和元年、長野支部と須高支部は統合されて、新たに「ながの支部」としてスタートさ
れました。より大所帯の支部になり、支部活動だけでなく長野県建築士会本会の活動にも
多くの人材を輩出し、活躍の場を作られていることに敬意を表します。また、北信ブロッ
クのリーダー的役割で、支部事業の共有化や支部の統合を想定した議論がブロック内で進
んでいることも承知しております。ながの支部誕生のことも今回の300号でとりあげられ
ていることかと思いますが、「つちおと」はおそらく長水支部のころから始められたもの
ではないでしょうか。支部長はじめながの支部の皆様には、今後支部の形がどのように変
化しようとも、そんな長い歴史を持つ会報「つちおと」を含めた伝統を絶やすことなく、
長野県建築士会を引っ張っていってほしいと思います。今後のながの支部の発展をご祈念
申し上げて、お祝いの言葉とさせていただきます。

「つちおと」 300号発行に寄せて

（公社）長野県建築士会 会長　江　口　信　行
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　つちおとが記念すべき300号を迎えられたことを、心からお祝い申し上げます。
　私は平成21年に支部長に就任し、４年間務めさせていただきました。
　折しも建築士会は新法人制度移行への検討時期でした。着地点がクリアに想像できず、
支部と本会との関係、中でも支部会計の本会統合は大きな変更であり難題でした。
　３年目の平成23年３月、東日本大震災が発生し、我々も建築士の目で現地を見ておきた
いと視察を企画、秋に実施しました。現地は復興が始まったところで、当時のままの人気
の無い建物、鉄骨だけの南三陸庁舎、目につくものは埃を巻き上げる工事車両ぐらいで、
まちに生活感は無く、ハードの面のみならず人の営みや世そのものを変えてしまう自然の
威力に呆然としたものです。建築士に何が出来るのか？日常とは違う視点を求められてい
る気がしました。
　さて、宿泊は三陸の海を見下ろす絶景の宿でした。早朝露天風呂に入ると、眼下の海か
ら10メートル以上ありそうな木々の枝には、津波で運ばれたレジ袋がいくつも引っかかっ
たままです。目を上げると太平洋の水平線からは信州では見られない見事な日の出、感
動。「地震も日の出も日常の一つだよ」とでも言いたげな大自然の営みの壮大さを感じさ
せられました。
　時は過ぎて時代も支部も変わったと思いますが、「支部は人のつながりが基本」と入会
以来思ってきました。今後も建築士の集う拠り所であることを願います。

わが支部長時代

第20代支部長　林　辺　松　治

　つちおと300号おめでとうございます。
　私が支部長就任期間は平成25年５月から29年４月までの２期４年勤めさせて頂きまし
た。平成25年には本会創立60周年記念式典に参加し、建築の未来に期待を込めました。全
国大会「島根大会」があり、長いバス旅行でしたが、多くの建築士と交流を深めました。
出雲大社で巫女さんに支部長の特権でお祓いして頂いた事が印象に残っています。平成27
年の建築士フォーラム2015inながのでは、須高支部との合同開催となりこれが今後の支部
統合への一歩ではなかったと思っています。また、参加者の多様な意見をまとめる難しさ
を学びました。フォーラムでは、他支部との協力や円滑な事務運営が求められました。全
国大会に参加して開催県の地元サポートを通じて地域との結びつきを強化することの重要
性を再確認しました。支部長を務めた経験は建築士としての専門性だけでなく、各イベン
トではリーダーシップや組織力の重要性を痛感し、スキルも磨かれた貴重な経験でした。

つちおと300号に寄せて

第21代支部長　小　山　芳　郎

200号からの歴代支部長 祝辞
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　つちおと300号発行おめでとうございます。300号と聞いた時に、突然自分が入会した頃
は何号だったんだろう？って思いバックナンバーを調べてみますと、平成３年103号入会
者の欄に自分の名前が確かにありました。この時点で既に100号を過ぎていたことも驚き
ですが、ここから建築士会との関わりが始まったことを考えると感慨無量です。
　入会当初、私にとっての建築士会とは当時の第１ブロック内の地域組織「北部分会」で
した。その頃ながの支部は長水支部という名称で、分会の事業は、長野地方事務所の建築
課の担当にお願いして講習会を開催し、その後は一緒に懇親会というのが定番でした。も
う時効だと思うので書いてしまうのですが、その頃の違反建築防止パトロールは、役所の
担当と会員である建築指導員が一緒に回っていて、ひととおり回ったら山に入ってきのこ
採って帰ってきたなんてこともあり、本当に良い時代でした。そんな活動を皮切りに今度
は青年建築士委員会に誘っていただき、集いで発表したり関ブロ軽井沢大会で運営を頑
張ってみたり。その次の総務委員会時代にはつちおと200号の編集を手伝ったり、ドメイ
ンを取得して支部のホームページを新しく作るといった面白いこともたくさんやらせても
らいました。３期務めた副支部長時代は黒子に徹していた感があるのですが、その後平成
29年には支部長を仰せつかり、令和元年のながの支部誕生に関わることになりました。こ
こまでこのような大変内容の濃い活動させていただいたことに感謝。これから支部を担う
皆さんには、もっともっと面白いことやって、400号の内容パンパンになることを期待し
たいですね。

300号に思う

第22代支部長　土　倉　武　幸

44444444444444444444444444

　「レッドデータプランツ」という言葉をご存知でしょうか。絶滅危惧種の植物のことです。将来自然界では消滅してしまう
であろう植物で、長野県でも900種程が指定されています。そのうちのいくつかを紹介したいと思います。植物は環境の変化
に大きく影響を受けています。特に現代は人の活動が著しく、それに伴い植物の絶滅が急速に起きている。地球レベルでは
1975年から2000年の間に毎年４万種が絶滅されたと言われます。そのほとんどが土地開発、人工の増加、乱獲、農薬等人間
活動によるものとされています。

　山野の木陰で見られ花期は４月。花色は白～薄紫色。三角の葉が特徴で長野
市郊外の里山でも見られた。新潟県等日本海周辺に多く見られる。＜絶滅危惧
Ⅱ類＞危惧要因としては森林伐採や園芸採取による。

ミスミソウ

　里山の山縁で見られ花期は３月。花色は白色。暖地では節分の頃咲き始める
のでこの名がついた。千曲市では地元の有志が保護活動をしています。＜絶滅
危惧Ⅱ類＞危惧要因としては園芸採取や自然遷移による。

セツブンソウ
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和暦／西暦 お　も　な　で　き　ご　と

平成20年
（2008年）

・麻生内閣発足、ぶれる
・後期高齢者医療制度始まる
・北島康介五輪２冠連覇
・リーマンショック

平成21年
（2009年）

・衆院選　民主党が圧勝し政権交代
・行政刷新会議、概算要求「事業仕分け」を公開
・裁判員裁判始まる
・オバマ大統領にノーベル平和賞

平成22年
（2010年）

・国会衆参両院で、アメリカ議会上下両院で「ね
じれ」
・日航の経営破綻
・普天間飛行場移設先「辺野古」で日米合意

平成23年
（2011年）

・東日本大震災、原発事故で甚大被害
・翌日、長野県北部地震発生
・なでしこジャパンW杯優勝
・金正日死去
・ビンラディン殺害

平成24年
（2012年）

・自公が圧勝し政権奪還
・オバマ大統領再選
・習近平、金正恩それぞれトップに、朴槿恵女性
大統領

平成25年
（2013年）

・前年末発足した第二次安倍内閣によりアベノミ
クス始動
・参院選で自民圧勝「ねじれ」解消
・福島原発汚染水、ＰＭ2.5深刻化

平成26年
（2014年）

・９月に御嶽山が噴火

・11月に長野県神城断層地震
・広島で土砂災害。消費税８％に引き上げ

平成27年
（2015年）

・北陸新幹線が金沢まで延伸
・ラグビー日本が南アフリカに大金星
・外国人観光客激増「爆買い」

平成28年
（2016年）

・熊本地震
・オバマ大統領、広島訪問
・安倍首相、真珠湾慰霊
・マイナス金利政策

　まず何よりも先に、数々の災害によりそれぞれ被害に遭われた方々へ心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。
　年表にしてみると、嬉しいこともありましたがなかなか激しくかつ難しい足掛け18年でした。
…　「つちおと」は昭和46年９月創刊。私と同い年の今年54歳乙女座。
　建築士会編集の先輩方、事務局ならびに数々のご協力をいただきました皆さまをリスペクトします。

総務情報委員会 副編集長　村本　純一

「つちおと」 200号からの時代背景「つちおと」 200号からの時代背景
平成20年平成20年（2008（2008） ～） ～  令和７年（令和７年（2025）2025）

和暦／西暦 お　も　な　で　き　ご　と

平成29年
（2017年）

・森友加計問題
・「ものづくり」…製造現場で不正相次ぐ
・電通に有罪、働き方改革へ
・ドナルド・トランプ第45代米大統領に就任

平成30年
（2018年）

・オウム真理教の元代表・幹部の刑を一斉に執行
・財務省が森友文書改ざん
・災害級の猛暑

平成31年
令和元年
（2019年）

・天皇陛下が即位「令和」に改元
・台風豪雨で甚大災害、千曲川の堤防が決壊
・消費税10％に引き上げ

令和２年
（2020年）

・新型コロナウイルスの感染拡大を受け、緊急事
態宣言を発令
・菅首相内閣発足

令和３年
（2021年）

・大谷翔平「二刀流」でＭＶＰ
・コロナ禍により延期された東京五輪開催
・松山英樹が米マスターズ初優勝

令和４年
（2022年）

・井上尚弥、３団体統一
・安倍元首相が銃撃され死亡
・ロシアがウクライナ侵攻
・エリザベス女王死去

令和５年
（2023年）

・ＷＢＣ日本優勝
・ジャニーズ性加害問題
・阪神38年ぶり『アレ』
・新型コロナ「５類」へ移行
・イスラエルがガザ侵攻

令和６年
（2024年）

・能登半島地震

・自民裏金問題からの衆院選過半数割れ
・大谷、ドジャーズ移籍１年目ＷＳ優勝

令和７年
（2025年）
１月～３月

・１．17阪神・淡路大震災から30年
・ＭＡＧＡトランプ大統領返り咲き
・団塊の世代全員75歳以上後期高齢者
・長野駅前３人殺傷事件

撮影：
　下﨑明久

提供元：多治見砂防国道事務所

提供元：新建新聞社
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第22代長野支部長　土倉　武幸
　2019年４月１日長野県建築士会長野支部と須高支部は
統合し、新たに『ながの支部』が発足しました。私は当
時支部長として須高支部松澤支部長と協力して統合事業
を進めたわけですが、単に条件を擦り合わせて統合する
ということではなく、『新たな時代の理想の支部の形に
少しでも近づける』という方針のもとに取り組んでまい
りました。両支部三役が出席しての協議６回に加え、東
北信地区組織再編協議会や、各支部での検討を重ねる
中、新支部の名称が議題となりました。県地域振興局名
と同じ「長野」が対外的な通りとしては自然であるとい
う意見がある一方、支部名変わらずでは新支部発足らし
くないというもっともな意見も出てきました。そんな中
2015年須高長野共同開催の建築士フォーラムで使用した
平仮名の「ながの」案が浮上し、協議の結果最終的に
『ながの支部』に決定しました。フォーラムの共同開催
というシンボル的な事業があったために、両支部の距離
感が縮まっていたという事実は、この支部統合に大きな
影響があったと思われます。今後も組織再編が考えられ
る中、支部同士の交流や共同事業がもっともっと盛んに
なればいいなと思う今日この頃です。

支 部 統 合11

『支部統合』について

第18代須高支部長　松澤　三雄
　このたび、「ながの支部会報『つちおと』」が来年５月
に300号記念号として発行されることになり、支部統合
に向け当時建築士会須高支部担当として関わった立場で
当時を振り返りたいと思います。
　2019年（令和元年）に長野県建築士会長野支部と須高
支部が統合され『ながの支部』として発足いたしまし

建築士フォーラムinながの22
副支部長　西堀　真二郎

　2015年には本会の一大イベントである建築フォーラム
が長野支部エリアで開催されました。長野支部でエリア
内の紹介や見学会を何コースかに分けて企画・開催しま
した。
　我々は市街地の見学コースの企画担当となり、参加者
一行を引き連れメルパルクを出発し徒歩にて見て回りまし
た。当日はあいにくの小雨となりましたが、午前中はちょ
うど建設中の長野市役所・長野市芸術館への見学コース
としました。芸術館部分はまだ引渡し前で見学できません
でしたが、新長野市役所部分は議場をはじめ市長室や市
民スペースを見学できました。槇文彦氏のデザインや設計
コンセプトをお聞きし感心しながら回りました。
　昼食はＪＡＬホテル16階のスカイバンケット貸切で、
360°パノラマの長野市街を見下ろしながら、地ビールと
シェフのお料理をいただきました。

た。支部統合に至るまでの始まりは平成27年に「建築士
フォーラム2015inながの」が両支部共同開催されたころ
からです。また、長野県建築士会においても各地区ごと
に組織再編協議会が設けられ再編についての検討がされ
るようになりはじめた時期でもあり、その事も追い風と
なり徐々に統合に向けた検討が進められました。両支部
ともに60数年の間、先輩が築いてこられた長い歴史の転
換点となる事業に対する会員の理解をいただきながら、
その後数回にわたる両支部統合協議会を経て新支部発足
となりました。これにより旧須高支部は「ながの支部須
高ブロック」として旧須高支部のこれまで活動を継承し
つつ「ながの支部」会員として支部の発展のために活動
してまいりたいと思います。

支 部 ニ ュ ー ス
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宮本忠長連合会名誉会長ご逝去33
㈱宮本忠長建築設計事務所　　　
代表取締役社長　宮本　夏樹

（南部ブロック）
　この度、つちおとが300号記念を迎
えましたこと、誠におめでとうござい
ます。支部重大ニュースとして「宮本
忠長連合会名誉会長ご逝去」を挙げて

いただきました。祖父が亡くなって８年以上が経ちまし
たが、いまもこうして皆様から祖父の偉大さをお聞きす
ることができるのは、家族として、また設計士として、
大変誇らしく感じます。ここでは祖父の生い立ちや経歴
を割愛させて頂きますが、ご興味のある方は弊社ＨＰを
ご覧になって頂ければ幸いです。
　祖父は2016年に惜しまれつつも亡くなりました。実は
それまでにも何度か大病を患いましたが、仕事を続ける
姿勢を所員に見せ続け、経営者としてだけでなく、設計
という仕事を生涯の生業とすると心に決めた建築家とし
ての執念を感じました。いまでも幸運だったと思うの
は、初めに脳梗塞を引き起こしたとき、偶々家族がいる
東京の自宅で倒れ、すぐに救急車を呼ぶことができたこ
とでした。その後は順調に回復し、それまでと変わらな
い生活に戻ることができました。それからしばらくした
後、癌がみつかり、東京の自宅で療養をせざるを得ない
状況になってしまいましたが、それでも建築に対する情
熱はそのままで、所員が定期的に東京の自宅を訪れ、設
計の打合せをしていたのは、いまでも昨日のことによう
に記憶しております。
　癌治療は回復と悪化を繰り返し、本人も出来るだけ自
宅で最期を迎えたいと希望していましたが、ホスピスケ
アを頼らざるを得ず、近傍の施設に入ることになりまし
た。長らくお世話になった方々と最後の会話を楽しみな
がら、2016年２月25日永眠。
　現在は、孫である私が事務所の代表となりました。今
も社名に忠長の名を残しているのは、祖父の遺した設計

全国大会・支部研修旅行44
建築活動委員長　緑川　直彦

　2013年から11年間、私は建築活動（以前は技術研修）
委員長として、ながの支部の建築士会全国大会研修旅行
の企画、催行に関わってきました。
　この毎年恒例のイベントでは遅刻、忘れ物、体調不良
など些細なトラブルは数々ありましたが、大きな事故が
無かったのが一番の喜ばしいことです。まずは毎回、楽
しみにご参加いただき、和やかな旅行にしていただいた
皆様のおかげです。また、ずっと支部の旅行を扱ってい
ただいた旅行会社の上田聖二さん、バス運転手の方々、
裏方で旅行を支えてくれた歴代の事務局の皆さんに深く
感謝いたします。
　では、つちおと300号の機会に15年分の全国大会研修
旅行を、私が把握している分だけですが宿泊・見学先等
の概要でふり返ってみます。

第52回「やまがた大会」　2009.…10.…16～17
第53回「佐賀大会」　2010.…10.…22～24
…ここまで森望さんが技術研修委員長として旅行幹事
を務めました。次は勝家宏郎さんが引き継ぎます
第54回「大阪大会」…東日本大震災により中止
代わりに「世界遺産「平泉」と南三陸復興視察の研修
旅行」を実施　2011.…10.…28～30
〇南三陸町 ホテル観洋
∴中尊寺・毛越寺・南三陸町防災対策庁舎・松島
第55回「いばらき大会」　2012.…10.…19～20
〇大洗ホテル
∴水戸芸術館・真壁の町並（重伝建）・真壁伝承館・
水戸偕楽園・好文亭・徳川ミュージアム・日立製作所

　午後の部は西光寺にて「苅萱道心と石堂丸の絵解き」
の切なくも悲しい物語を拝観し、仏都長野の一面を感じ
ることができました。その後、長野駅へ移りこの春完成
した「門前回廊」を、長野市都市計画課のお計らいで屋
上へ登ることができ、強化ガラスの大庇を見学し、材料
や工法について教えていただきました。
　その後、夕方からはメルパルクにて各支部持ち寄りの
自慢の地酒を試飲しながらの懇親会を行い、会員の交流
もできてとても有意義でした。

くにびきメッセ

理念を次代に継承していくためです。地域に根差した設
計活動をもとに、地域社会がより豊かになるよう、所員
一同、邁進していく所存です。
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G1TOWER・大洗水族館
…ここまで勝家さんが旅行幹事。次は私が引き継ぎます
第56回「しまね大会」　2013.…10.…18～20
〇玉造温泉…ホテル松の湯・皆生温泉…皆生グランドホ
テル
∴くにびきメッセ・出雲大社・島根県立美術館・古代
出雲歴史博物館・松江城・境港
第57回「ふくしま大会」　2014.…10.…24～25
〇磐梯熱海温泉…ホテル華の湯
∴ビッグパレットふくしま・飯盛山・栄螺堂・アサヒ
ビール福島工場・大内宿
第58回「石川大会」　2015.…10.…30～31
〇山代温泉…白山菖蒲亭
∴石川県立音楽堂・兼六園・成巽閣・金沢県立美術
館・鈴木大拙記念館・三協立山射水工場・YKKセン
ターパーク
第59回「大分大会」　2016.…10.…21～23
〇二日市温泉…大観荘・別府温泉…望海
∴別府国際コンベンションセンター・太宰府天満宮・
九州国立博物館・大分県立美術館・大分アートプラ
ザ・大分県立美術館・風の丘葬祭場・松本清張記念館
第60回「京都大会」　2017.…12. ８～９
〇ホテル東山閣
∴みやこめっせ・清水寺・三十三間堂・京都国立博物
館・京都迎賓館
第61回「さいたま大会」　2018.…10.…26
∴大宮ソニックシティ・遠山記念館・川越蔵造りの町
並（重伝建）
第62回「北海道大会」（函館）　2019. ９.…20～22
〇湯の川温泉…湯の浜ホテル
∴函館アリーナ・五稜郭・金森倉庫・ベイエリア・元
町・函館山・トラピスチヌ修道院・函館蔦屋書店・大
沼国定公園
第63回「広島大会」…新型コロナの流行により延期
第63回「広島大会」　2021.…11.…20～21
　…オンライン開催・支部研修旅行中止

第64回「秋田大会」　2022.10.13～15
〇秋田温泉…ホテルさとみ・男鹿温泉…男鹿観光ホテル
∴秋田芸術劇場ミルハス・由利本荘市文化交流館カ
ダーレ・秋田市立体育館・秋田県立美術館・赤れんが
郷土館・ねぶり流し館・旧金子家住宅・男鹿真山伝承
館・なまはげ館
第65回「しずおか大会」　2023.…10.…27～28
〇つま恋リゾート彩の郷
∴グランシップ静岡コンベンションアーツセンター・
富士山世界遺産センター・草薙総合運動場体育館この
はなアリーナ・秋野不矩美術館・石水館・資生堂アー
トハウス・焼津市花沢の里（重伝建）
第66回「鹿児島大会」　2024.…10.…24～26
〇指宿温泉…白水館・照国神社前…ホテル吹上荘
∴宝山ホール・薩摩伝承館・知覧武家屋敷庭園群（重
伝建）・知覧特攻平和会館・鹿児島カテドラル・ザビ
エル記念聖堂・城山・仙厳園

　全国大会研修旅行で多くの名作建築や都市、まちなみ
を巡ってきました。私は、訪れる機会が無かった所へ期
せずして行けること、旅行参加の皆さんと語らいながら
共に巡ることの２点が大きな楽しみとなりました。まだ
未参加の方はご参加いただくと楽しみが広がると思いま
す。今後も皆様のご参加をお待ちしております。

長野県北部地震支援活動55
須高ブロック　丹羽　正道

　秋晴れの一日、かつて長野県北部地震に見舞われた栄
村を訪れた。

　田畑の実りも終盤、紅葉が始まり、これから村は長い
冬にむかう。
　平家の落人の里として知られ、雄大な自然に囲まれた
この地に、大きな地震があったことなど嘘のような、穏
やかな日だった。
　2011年３月11日東日本大震災翌日の長野県北部地震
は、この郷に甚大な被害をもたらす大きな揺れだった。
当時、私も派遣され調査に行った事に思いをはせる。

　県教育委員会の要請で３月15日に、建築士会24名が公
立学校施設災害復旧調査の為現地に赴いた。地震から
４日目、飯山から津南町（新潟県）へ抜ける幹線117号
は、応急処置はされたもののあちこちにクラックがあ
り、いつ崩れてもおかしくない状況、さらに両端が開い
てしまった橋桁は、余震とともに落下する恐れがあった。秋田芸術劇場ミルハス
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　被害状況の調査は、小中学校４校と教職員住宅を６班
に分かれて実施した。私は、志久見地域と中条地域の教
職員住宅の調査を受け持った。
　志久見地域の教職員住宅は木造２階建て６所帯、豪雪
地帯のため基礎部分が鉄筋コンクリートで高さ３ｍ程と
高い。残雪が多いため基礎は雪に埋もれ、外から基礎や
地盤の状況を確認することは出来ず、内部より地震によ
るクラックがないことを確認した。室内は、生活用品は
散乱していたものの、ドアなど開口部付近のクロスにク
ラックが入る程度の軽傷だった。
　中条地域の教職員住宅は、つくりは志久見地域の教員
住宅と同じなのに、半壊状態だった。昭和56年以降の新
耐震の木造だが、大きな揺れでかなり変形した様子がみ
えた。地震に対抗する壁（筋交いのある）の量は、足り
ているように見
受けられたが、
土台と柱を固定
する引き抜き金
物がないため、
写真のように土
台から柱が引き
抜かれた。余震
が来れば完全に倒壊してしまうだろう。内部へ立ち入る
のは危険なため、調査をあきらめた。

　あれから13年、栄村は復興、復旧の道のりを超えて、
穏やかで平和な村の姿が戻ったように見受けられた。し
かしその間の住民の心労や葛藤など、私には到底思いも
及ばないものがあったのだろう。
　日々続いていく人々の営みが常に、安全と安心に基づ
いたものであってほしいと再確認した一日だった。

長野県神城断層地震支援活動66
南部ブロック　寺澤　雄治

　2014年11月22日㈯22時８分、長野県北部を震源とする
神城断層地震が発生、マグニチュード6.7、震度６弱を
記録しました。この地震により白馬村、小谷村など２市
１町３村の広範囲に被害が発生し、翌月19日の県対策本
部は50棟の家屋が全壊、91棟が半壊、1,426棟が一部損
壊と発表しました。震度５強を観測した白馬村の堀之
内、三日市場地区に被害が集中しましたが、幸いにも負
傷者は全体で46人（消防庁11／28発表）と人的被害は少
なく済みました。

　長野県建築士会では、地震発生と同時に情報収集に努
め、翌日の県要請を経て、24日から応急危険度判定に向
かいました。小谷村の応急危険度判定作業では、被災地
の集落が点在していることや災害で道路状況が悪いた
め、地域割りがされている消防団の組織に判定する班を
割り当て、彼らの案内で判定作業にあたりました。

　翌月からは住宅相談、そして罹災証明発行のための被
害認定二次調査が開始され、400件を超える相談と認定
調査に対応することが出来ました。信州建築構造協会を
はじめ長野県建設労働組合やＪＩＡの各団体の皆さんに
もご協力をいただき、１月20日まで多くの迅速な対応を
得て、このような支援活動を行うことができました。

　腰まで積雪、猛吹雪の中での作業をしていただいたこ
と、また悪路の中を遠方よりのご参加いただいたこと
に、改めて感謝の思いでいっぱいです。参加された皆さ
んの熱意と心遣いが、被災された方の復興に向けて大い
に力添えになったと振り返ります。
　近年、痛ましい自然災害が続いております。建築士会
の活動が被災された方々の大きな支えになるように、行
政との連携を強化しつつ、これからも支援体制を備えた
いと思います。
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令和元年東日本台風災害77
青年・女性建築士委員長　関　博之

　令和元年東日本台風災害は、記録的な大雨により堤防
の決壊や越水、内水氾濫など甚大な浸水被害、土砂災害
等を引き起こしました。この災害により、６千人を超え
る方々が避難をしました。浸水等により全壊した住家約
900棟をはじめ、大規模半壊、半壊、一部損壊を含めて
4,000棟を超える甚大なものとなりました。また、収穫
間近だったリンゴ等の農作物が泥まみれになり廃棄処分
となりました。
　こうした中、災害発生直後からボランティアの方々が
駆け付け、住宅内の泥だしや災害ごみの運搬等が行われ
迅速な復旧につながりました。建築士会でも復旧・復興
に向けた被災者住宅相談活動を実施し、100件余りの相
談に応じました。
　私は、決壊した長沼地区に住んでいます。地元工務店
ということで住宅復旧にあたってきました。私自身も避
難所や仮設住宅暮らしを経験し、被災者の皆さんと同じ
目線で復旧にあたってきました。電気もない、トイレも
用を足せない、給湯器が水没してお風呂にも入れない、
そんな日常ではあたり前のことがあたり前ではなくなり
ました。そんな経験を通して、日常のありがたみに感謝
を忘れてはいけないとしみじみ感じました。
　令和元年東日本台風災害は甚大な被害をもたらしまし
た。しかし、自治体の皆さん、自衛隊の皆さん、ボラン
ティアの皆さん、地元住民の皆さんそして建築士会が一
丸となって立ち向かっていきました。そんな、人と人と
の絆を大きく感じることができたと思います。災害はこ
れからも起き続けますが、日常に感謝し絆を普段から深
めていくことを心掛けたいです。

防災委員長　下﨑　明久
　令和６年１月１日16時10分頃、石川県能登地方を震源
とする最大震度７の大地震「能登半島地震」が発生しま
した。２日、長野県建築士会では地震災害対策準備が始
まり、翌３日には長野県より長野県建築士会に石川県へ
の応急危険度判定士派遣要請が発出されました。ながの
支部では直ちに勝山担当副支部長と私とで、オクレン
ジャーとメール送信により判定士への派遣要請を行い、
翌４日迄の間に延べ16名もの判定士から派遣可能の連絡
を頂きました。長野県建築士会全体への派遣要請は、第
２陣～第６陣（１月７～21日迄）に対して各５名（延べ
25名）とされており、他支部との調整もあって派遣可能
連絡を頂いた判定士全員が現地に赴くことはありません
でしたが、ながの支部の多くの判定士が素早く対応して
くださったことは特筆に値することだと思います。因み
に、ながの支部からの派遣判定士は、第２陣（中能登
町）：土倉武幸・中島誠至・緑川直彦、第３陣：外山善
政・私の５名でした（敬称略）。

令和６年能登半島地震支援活動88

　第３陣（10～13日）は、道路事情が改善されたという
ことで奥能登・輪島市への初めての派遣となりました。
10日は移動時間だけで約９時間かかり、現地へ近づくに
つれて被災状況が悪化していくのをまざまざと見せつけ
られながらの移動となりました。11日からの応急危険度
判定業務では、第３陣の調査総数2,015件のうち1,148件
が「危険（赤紙）」という結果でした。「危険」判定が６
割近いというのは、私が携わった過去の地震時判定業務
でも経験がないほどの酷い被害状況であり、今後の被災
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とに対して、避難所の応急危険度判定は、被災した建物
やその敷地が、被災者などが避難し、生活する場として
十分に安全か否か、建物内外部の細部にわたって調査を
行い、慎重に判定する必要があります。調査は、建物の
構造部、非構造部材の安全性についても実施することに
なります。一般建築物の判定に比べるとさらに安全かど
うかを求められています。また、敷地の状況と周辺を確
認して、ライフラインの状況の調査に対しても協力する
必要があります。

・最後に
　大規模な地震がいつ起こるのかは誰にもわかりません
し、実際に起きた場合の状況が想像できません。現在進
めている準備が十分とは言えないとは思いますが、想定
される範囲の中で備えをしています。判定士の皆さんは
いざという時にどのような初動をするかを認識していた
だければと思います。
　結びになりますがこの協定が実際に発動されることが
ないよう、祈っています。

応応急急危危険険度度判判定定士士

・震度5強以上→出動準備態勢

オオククレレンンジジャャーーにによよるる連連絡絡

地地 震震 発発 生生

各各市市町町村村

長野市
須坂市
高山村
小布施町
飯綱町
信濃町
小川村

建建築築士士会会ななががのの支支部部
応応急急危危険険度度判判定定実実施施対対策策本本部部

「「防防災災ななががのの」」

・震度5強以上→設置準備行動→情報ラインの開通
・震度6弱以上→自動設置

判定士の参集調整（オクレンジャー）
・安否確認 ・判定参加の可否

震度5強以上で安否確認を発信

参集可能な地元判定士の把握

オオククレレンンジジャャーー情情報報ラライインンのの開開通通
対対策策本本部部内内のの情情報報共共有有網網のの開開通通

（（震震度度５５強強以以上上のの揺揺れれをを観観測測ししたたとときき））

安否確認・
判定参加の可否

情報ラインの開通
情報共有（随時）

判定士の出動確認

参集要請の回答

各市町村との連絡調整と状況把握

派遣要請 参集要請

参集拠点へ移動

各各市市町町村村参参集集拠拠点点

現地の状況の情報収集と情報発信
判定地域の状況把握

安全情報の提供 安全情報の提供

避避難難所所のの
応応急急危危険険度度判判定定

判判定定建建築築物物へへ移移動動しし判判定定開開始始

参集拠点への到着連絡

参参集集拠拠点点到到着着後後のの行行動動 ・判定コーディネータ（連絡判定士）の指示に従う。
①判定準備ミーティング

・班編成（二人一組） 連絡先の確認
・判定施設
・優先順位
・周辺の交通情報
・天候、余震情報
・判定終了時刻

避避難難所所のの
応応急急危危険険度度判判定定
のの調調査査をを報報告告

・判定結果の収集
・翌日の判定計画の

見直し
・翌日の判定予定の

連絡

当日の判定の状況の確認
翌日の判定予定の把握と準備

判判定定終終了了後後
当当日日のの状状況況をを報報告告

判判定定士士

連絡員の派遣
（長野市を除く）

判定士の状況の
情報提供

副支部長　勝山　敏雄
・応急危険度判定士の役割
　長野県では、大規模な地震が発生した場合、被災した
建築物が余震等に対し引き続き安全に使用できるかを応
急的に調査し、倒壊や部材の落下等による二次災害発
生の危険度の判定を行う応急危険度判定士（以下…「判定
士」という）の認定制度を平成７年度から実施していま
す。平成23年に発生した長野県北部地震、平成26年に発
生した長野県神城断層地震、令和６年元旦に発生した能
登地震では多くの判定士の協力を得て被災建築物の応急
危険度判定を実施しました。
　大規模地震が発生した場合には、短期間で多くの被災
建築物の判定をする必要があり、判定士の方々のご協力
が必要不可欠です。特に避難所は、多くの方が長期間に
わたり避難生活を送ることになりますので、安全性の確
認は必須となります。建築士会ながの支部は令和６年度
に協定の見直しを行い、長野市・須坂市・高山村・小布
施町・飯綱町・信濃町・小川村の７市町村と避難所の応
急危険度判定の協力の協定を結び、大地震が発生した場
合は、被災された方が一時的に生活をする避難所の安全
性を確認するための判定を行うことになっています。

・避難所の応急危険度判定の流れと連絡体制
　避難所の応急危険度判定は、各市町村からの判定要請
に伴い、判定士を派遣します。判定結果に基づいて各市
町村が避難所を開設することになります。震度５強以上
の地震が発生した際に、ながの支部内に応急危険度判定
実施対策本部を設置し、各市町村との情報ラインを開通
します。各市町村からの判定要請を受けて、判定士にオ
クレンジャーにて情報発信を行います。参集場所に到着
するまでの間、随時情報発信を行い、判定士が安全に移
動できるようにしていきます。

・避難所の判定実施の基本事項
　避難所の応急危険度判定は、被災した避難所が、避難
所として開設できるか否かを判断する目的で行う調査・
判定です。一般建築物の応急危険度判定が、建物外部か
らの調査を主とした応急（暫定かつ緊急）判定であるこ

防災協定 （避難所応急危険判定）
避難所の応急危険度判定について99

地復興の道のりは険しいものにならざるを得ません。そ
んな状況下で、現地の住民の方々から我々判定士に、多
くの労いの言葉をかけて頂いたことが大変印象に残りま
した。復興には時間がかかりますが、今後も一建築士と
してできる限りの協力をしていきたいと考えています。
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南部ブロック　馬場　由喜美
　長野県建築士会長野支部に入会してからしばらくして
お世話になっている方からのお誘いで法規委員会に入り
ました。その後、その方から引き継いて大丈夫か？と不
安を抱えながら委員長になりましたが、ちょうど建築基
準法の法改正が多くあり、講習会も皆さんのご協力で多
く企画開催し勉強することが出来ました。長野市建築指
導課さま、日本ＥＲＩ株式会社さま、ありがとうございま
した。
　その他の印象に残る活動は、古い町家をリノベーショ
ンしゲストハウスとしたゲストハウス見学会がありま
す。難しい法的な手続きをし土蔵、主屋の建物のリノ
ベーションをした建物の見学させていただき大変勉強に
なり印象に残っています。古い柱、梁そのままで残って
いた階段襖、障子、調度品、活かした空間造りで雰囲気
のいい民泊の施設でした。
　もう一つは西鶴賀エリアリノベーションについてで
す。空洞化の進み、近年人影もまばらになってしまった
西鶴賀町に活気を戻そうと始まりました。候補の空き家
の現状の建物を調査し、用途変更や注意すべき法規の
チェックリストを作成してワークショップを開催しまし
た。その後一般の方々、学生さんが参加していただいた
作業などでリノベーションしたショップも出来ました。
まだまだ活動が進んでいるのでお店など増えて活気が戻
り賑やかな西鶴賀町になる事と思います。
　開催にあたりお世話になった皆さま、ありがとうござ
いました。

建築活動委員会法規勉強会1010
まちづくり委員長　相野　律子

　まちづくり委員会では、意欲的でユニークな委員の
面々がʻまちʼをキーワードに研修旅行やまち歩きを中
心に据えた企画活動を行っています。令和元年からのコ
ロナ禍でしばらく活動を休止していましたが、コロナが
落ち着いた令和３年度には飯綱町の小学校をリノベした
「いいづなコネクト」ＥＡＳＴとＷＥＳＴの見学会を開
催し、令和４年度には千曲川の決壊で大きな被害を受け
た長野市長沼の穂保地区をドローンと一緒に歩きまし
た。令和５年度は新たに重要伝統的建造物群保存地区に
指定された須坂市で信州大学工学部の梅干野先生をお招
きして座学とまち歩きを行いました。また、静岡で行わ
れた全国大会に併せて静岡県で唯一の重要伝統的建造物
群保存地区の焼津市花沢へも訪れました。
　今後は自分たちのʻ面白いʼをテーマに活動の幅を広
げ、委員相互や会員間の交流・研鑽の機会も増やしてし
て行きたいと思います。まちづくり委員会を今後とも宜
しくお願いします。

まちづくり委員会の活動1111

南部ブロック　大日方　紘子
　善光寺の仁王門の東から、善光寺下駅まで続く「善光
寺東参道（以下東参道）」。商家の街並みが続き、北国街
道として古くから人や物品の往来で発展してきた街道。
この街道に2010年地域向上の観点から、住民自治協議会
において東参道の活性化の声が上がり、具体的な検討を
進めるために「善光寺東参道活性化委員会」が設立され
2014…年から2016年まで活動が行われてきました。今回、
委員会のアドバイザーとしてご尽力されてきた広瀬毅様
に当時のお話や東参道の現状をお聞きしました。
　東参道は、善光寺に参拝する観光客・地域住民・近隣

善光寺東参道活性化検討委員会
地域の課題にコミットする

～ 善光寺東参道活性化委員会の活動をお聞きして ～
1212
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の学校に通う生徒たちといった歩行者と自動車の往来が
非常に多い利用状況に対し、通りに家屋が密集しており
道路幅員が約５mから８mと狭く交通事故の危険性とバ
リアフリー化への不適応が危惧されていました。歩行者
の安全を確保するための「安全・安心な道づくり」と、
東参道を利用する観光客をもてなすための「善光寺の参
道としての道づくり」に向け、地域住民の皆さんと建築
士会でワークショップ等を行い活性化に向け活動が行わ
れてきました。

東参道現状の写真　2024年10月撮影

東参道活性化委員会の活動資料

　ワークショップ等の成果をふまえ、実現に移されるべ
く具体的な提案書が作成されました。中・短期計画では
住民から今求められている声を取り上げ、一方通行と
いった交通規制の提案や、歩行者の安全を確保するため
の歩道のカラー舗装、ポケットパークの設置等の提案が
成されました。３年間の活動後、道路後退による歩道の
拡幅や歩道のカラー舗装化が実現されました。その一方
でまだ実現に至っていない提案もあり今後の東参道の活
性化が期待されています。
　今回のお話しの中で、行動を起こすことの重要性と、
実行に移すためには街にコミットすることが建築士の大
きな役割であると広瀬様からご教示いただき、士会で活
動していく姿勢の在り方を改めて考え直す貴重な機会に
なりました。

まちなか特別委員長　久米　えみ

西鶴賀エリアリノベーション
遊休不動産活用『西鶴賀エリアリノベーション』
６年間の委員会活動記録

1313

2019年

２月

地元・周辺関係者らと意見交換会やまちあるきイ
ベントの準備
西鶴賀町の空き家活用を通じ、「長野市中心市街
地に合法なリノベーションが普及・継続するため
のシステムを確立」を目的とし、スタートする。
参加者：長野市中心市街地活性化協議会／長野県

建築士会ながの支部／長野市／第三住民
自治協議会

２月19日
　　20日 建築士会ながの支部による空家４件の実測

２月22日 建築基準法　法規勉強会　講師建築士会ながの支
部　水野忠道氏

３月30日 第１回まちなかリノベーションワークショップ
『まちの魅力と暮らし方発見＆想像会議』開催

６月９日
第２回まちなかリノベーションワークショップ
『まちの未来図提案！さぁ一緒にはじめよう！』
開催

７月～ 活動拠点物件の検討と地主さんとの交渉を開始

10月 長野市各所で洪水災害発生。関係者ら援助活動に
奔走

2020年

２月 ９軒長屋を10年契約でお借りする話が成立する。
西鶴賀の地主さんと契約締結

２月８日 建物ライフライン調査

３月 長野県立大学グローバルマネージメント科１年生
福島君入居第一号決定する。

４月29日・
５月２日～
５日・12日

Ｃ４ 壁塗りワークショップを開催する。

３月 Ｃ４ 内部解体ワークショップ開催（～５月まで）

４月 国がコロナ緊急事態宣言発出。世の中がイベント
を制限。

９月 感染状況を見ながら９月下旬頃からＣ９リノベに
着手していくことが決まる

10月～ Ｃ９ 壁壊しワークショップ開催

2021年

１月 Ｃ４ 古着屋「GLOBE AMARANTH」オープン
３～６月 Ｃ９ リノベワークショップ開催
７月 Ｃ９ シェアオフィス「Ｃ９」オープン
８月 空き家を使ってリノベ－ション相談会開催

９～10月 働く女性のコミュニティ Biotopesとの西鶴賀エ
リアリノベーションのセミナー　計３回

10月 町内配布新聞「西鶴賀便り」発行

12月 長野青年会議所「2022年まち創生委員会」西鶴賀
に来訪説明会開催
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2022年

１月～ イベント開催のための協力へ動き出す⇒ノスタル
ジックストリート西鶴賀

３月 Ｃ３ 壁塗りワークショップ開催
５月 Ｃ１・２ 学生ハウス「宣千」オープン
５月13・
14・15日

ノスタルジックストリート開催
長野青年会議所主催…協力建築士会ながの支部

６月 Ｃ７「下町食堂つるよし」オープン
Ｃ３「cider&company」オープン

７月 「西鶴賀町の変遷を語る座談会」つきいち・アー
キセミナー開催

８月 町内ガーデンパーティーが３年ぶりに復活！
グリーン寄せ植えワークショップ開催（８・９月）

ノスタルジックストリート西鶴賀

Ｃ３壁塗りワークショップ

2023年

２月 西鶴賀町９軒長屋企画ラリー「今、これまで、こ
れから」開催

３月 ９軒長屋一角から小火

５月 西鶴賀のこれまでを振り返るパネル制作ワーク
ショップ

７月 Ｃ３「西鶴賀キッチン＆スペース」オープン
８月 小火の絡みで一部解体工事（Ｃ６）

８月・９月 Ｃ９－２階 壁塗りワークショップ開催
→「西鶴賀町の変遷パネル展示スペース」開設準備

「今、これまで、これから」

2024年

２月

Ｃ９－２階 「西鶴賀町の変遷パネル展示スペー
ス」完成

Ｃ４ 古着屋「GLOBE AMARANTH」閉店
→ 後輩の県立大学生たちが古着屋を引き継ぐ

３月 西鶴賀町エリアリンベーション『５年後のまちな
み座談会』開催　参加者80人

８月 Ｃ８ 壁塗りワークショップ開催
10月 Ｃ８「こよいのお酒、あお葉」オープン

2025年

春
Ｃ３ スペインバルオープン予定
Ｃ４ 立ち飲バーオープン予定
Ｃ１・２ ゲストハウス検討中

総務情報委員会 副編集長　大島　翔吾
　「若者座談会2024」と題して、建築士会に所属する若
者で集まり語り合う場を企画し、2024年７月に開催しま
した。当日語り合った内容は主に下記２点となります。
１．建築士会が今後どうなっていけば良いと考えるか
２．なぜ建築士会に若者が少ないのか、若者の活動が活
発ではないのか
　１点目について、「今日のような意見交換の場を活発
に設けて情報・知識・経験の共有を行えば個々のスキル
アップにつながる。建築士会がより一層そうした場に
なってほしい」と意見が出ました。建築士、建築業界と
一括りに言っても業務内容は多種多様にわたり、そのた
め分業化されています。それは、同じ業界にいながらそ
れぞれが異なった情報・知識・経験をもって共存してい
るという事であり、その共有の場が必要となります。ま
た、「他の協会・団体との活動目的の棲み分けがより明
確になることで、自分が建築士会で活動していることを
誇れるような集団になっていってほしい」との意見もあ
りました。
　２点目について、「若者は建築士会に入会して活動す
ると苦労が多く、その上その人にとっての活動目的が明
確でないとボランティアのようになってしまっているの

「若者座談会2024」 を実施して1414



16 つちおと300号

須高ブロック　吉澤　まゆみ
　昭和62年に私は二級建築士試験に合格、昭和63年に登
録、長野県建築士会須高支部に入会しました。それから
一級建築士を取得し今に至るわけですが、士会に関して
は、会費会員だった頃もあり、理事という名の班長さん
の経験もあり、女性委員会があったころには委員長を務
めたこともあります。「須古宇」には何回か寄稿したこ
ともありますが、端から端までちゃんと読んでいたかと
聞かれると戸惑いを隠せません。

　資料として残っている昭和54年前期号から見せていた
だきました。
　当時の須高支部の会報は、前期後期と年２回発行。表
紙の絵も既に渡辺武さんのスケッチでした。植物だけで
なく、建物、生き物もありました。会員は274名。賛助
会員の制度は定かではありませんが、広告として10数社
載っていました。内容のほうは法規関連から確認手数料
など業務に関するお知らせ、支部の事業のお知らせなど
です。ゴルフ大会や野球・ソフトボール大会、ボーリン
グ大会もあり、活発な交流があったことが伺えます。支
部の研修旅行も大勢参加されていたようです。その後、
会員は283名、賛助会員52社をピークに、平成13年には
会員が200名を下回り、平成17年には賛助会員が20社を
下回り、長野支部との統合の頃には、会員は100名を切
り、賛助会員は11社となっています。
　会報に戻りますが、平成11年後期号から、それまでは
オレンジ色だった表紙が白色になります。そして、平成
16年から年１回の発行となります。予算の都合だと聞き

須
す

古
こ

宇
う

ニュース1515

ではないか」という意見がありました。以前は建築士会
に入るメリットの一つに専門的な情報にいち早くアクセ
スできることが考えられましたが、昨今ではネットや…
ＳＮＳ上で誰でも簡単に有益な情報にアクセスできてし
まい、その辺りのメリットも薄れています。そのため、
「例えば、建築士会館に若者が集まる場所をつくる、若
者が気になっている建築を観に行く機会を設け意見交換
を行う等の物理的な活動機会をより多く設けてはどう
か」と意見がありました。
　最後に、建築広くその活動について話し意見交換する
ことは本来、年齢や経験に関係のない開かれた議論であ
ると思います。今回は若者座談会という限られた場でし
たが、今後は建築士会がより一層そうした開かれた場に
なることを期待します。

ました。会員は152名にまで減っていましたし、背景に
はバブルの崩壊もあると思われます。

印象に残る記事は、
〇昭和60年、県の組織統廃合で上高井地方事務所がなく
なる → 上高井連絡所になる
　→ 県建築住宅センター現る → 長野市へ移転する。
〇昭和62年・63年、青年委員会が発足 → 初代委員長は
水越正和さん！
〇平成元年、消費税が３％になる。
〇平成10年、第48回県総会を当番須高支部でメセナホー
ルに於いて開催。
〇平成11年、「全国大会」長野で開催。
〇平成13年軽井沢、平成23年松本、「関ブロ青年協」長
野大会。
〇平成14年、「県女性フォーラム2002」で軽井沢ナショ
ナルトラストの役員の方による案内で貴重な建物を内
部まで見学させてもらえる。
〇平成21年、「全建女」長野大会。
〇数年おきに起こる風水害、地震災害に心を痛める。
〇平成24年（たぶん）、当時副支部長戸松陽子さんを先
生に、青年女性委員会を中心に有志参加で茶道部発足
　→ 現在も部活動は続いています。
　そして何より、表紙を飾っていた草花のスケッチが、
ずっとずっと続いていたことに、感謝しかありません。
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支部活動を通して

北部ブロック長　関口　文弘
　「つちおと創刊300号」誠におめでとうございます。
つちおと創刊も50年余となりますが、そのような歴史的
瞬間に僭越ながら執筆をさせて頂きます事に感謝申し上
げます。…
　私が建築士会に入会してから現在のブロック長を拝命
するとは思いもしませんでしたが、当支部の役員、諸先
輩方々のご助言を頂きながら支部活動の一端を担わせて
頂いた事は、私にとって多くを学び、また沢山の方々と
交流ができて大変貴重な機会を頂きました。
　「思い出に残る支部活動」という事ですが、セミナー
や見学会、野尻湖でのレクリエーション、ゴルフコンペ
やボウリング大会、忘新年会などなど…支部活動の全て
が印象深く「楽しかった」の一言であります。
　この節目を機に支部の伝統を大切に継承しつつ、今後
の活動はアップデートを重ね、フレッシュな企画ができ
ればと考えております。微力ではございますが大勢の会
員の方々が気軽に楽しく参加できる活動ができる事を
願っております。

思い出に残る支部活動1616

Nealy ZEBを達成した角藤中央事務所見学会

第44回長野びんずる

南部ブロック長　緒方　哲生
　ブロック長を拝命してからまだ１期２年目で、諸先輩
が築き上げてきた行事を踏襲することで精いっぱいな
中、会員のみなさんの思い出に残る支部活動を企画した
いと思う今日この頃ですが…
　自分の思い出に残る支部活動としては「第44回長野び
んずる」です。
　コロナ禍以降初めての参加となる令和６年の長野びん
ずるが第54回でしたので、ちょうど10年前で、皆さんの

記憶にはないかもしれませんが、当時私が青年委員の一
員だった頃のお話です。
　自分たちが楽める行事をしようということで青年委員
会のメンバーで企画・立案し、支部のレクリエーション
という位置づけであればブロック事業が適当であろうと
いうアドバイスを頂き、当時の第１、第２ブロックの共
同事業としてスタートしたのがこの年でした。
　発足当時は、自分たちの子どもも小さく家族連れで参
加していましたが、既に親について回るような年頃では
なくなってしまった今は、新しい世代の会員が家族で楽
しめる行事として引き継がれていけば良いなと思います。

第44回長野びんずる

須高支部から須高ブロックへ

須高ブロック長　佐藤　一利
　つちおと300号の発行おめでとうございます。
　記念号に寄稿の依頼いただきましたが、何を書こうか
迷う中でながの支部初代須高ブロック長としての思いを
綴ろうと思います。
　長野支部と須高支部の統合の経緯は当時ご尽力いただ
いた役員の方から語られるはずなので、私はながの支部
須高ブロックとして活動を始めてからの感想を書こうと
思います。
　最初は、人材不足で本会委員や支部役員の選考、各事
業の人集めにも苦労していたので、統合によってその苦
労がなくなり楽になると思っていましたが、いざ須高ブ
ロックで活動を始めると、ながの支部の役員と委員の多
さに支部の時以上に人集めが大変でした。
　また、三役会、幹事会は倍以上の回数になり、各委員
会の活動も活発に行われ多くの会員が参加している姿は
統合した効果もあるのかと思います。
　他には、須高支部では参加者不足で開催も危ぶまれた
ゴルフコンペ、ボウリング大会の他にもワカサギ釣りや
カヌー体験などの、各種事業も行われ初顔の会員の方と
交流ができることもうれしい経験です。
　その中に、須高支部時代からの須高建築三団体（建築
士会、事務所協会、防災協会各須高支部）の事業及び、
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小田切家におけるお茶会が残されていることは、大変う
れしく思います。
　今回の統合は成功例だと思いますので、これからどこ
かの支部で統合ということがありましたら、いいお手本
にして頂きたいです。
　これからもながの支部の発展のための一翼を担ってい
きたいのでよろしくお願いいたします。
　ありがとうございました。

お抹茶体験教室の様子

総務情報委員会 編集長　堀　幸一
　「読んでもらえるつちおとをつくりたい」
　そう感じたのは、昭和46年に創刊したつちおとが282
号を以てデジタル版に完全移行したときでした。16年間
の編集作業に従事する中で、自分は紙面を埋めることが
その役割だと思っていました。紙面廃止の主な理由は印
刷費の削減ですが、振り返ると内容を見直す好機のよう
に思います。見直しがなぜ必要かというと、現代は情報
と引き換えに文字で溢れているからです。パソコンを開
けば大量のメールが届き、読む気力を失わせ、未読メー
ルとともに情報も埋もれます。ましてや、欲する単語を
検索するだけで膨大な文字がこぞって並ぶ飽食の時代。
自分の消化能力の低さをいやがうえにも感じます。
　欲しい情報を自らが簡単に手に入れられる現代で、読
みたい会報をつくる糸口はやはり、シンプルにするこ
と。それによって、忙しい読み手の時間を尊重できま
す。つまり、読み手ファースト。シンプルなメッセージ
に意義を持たせ、必要とする人には先へと続く扉を用意
する。それにはホームページとの連携が不可欠であるこ
とは明白です。
　一方で、つちおとはニュースレターではありません。
効率を何よりも重要視することで文章表現が欧米化さ
れ、道辺に佇んだ道祖神の笑顔に刻まれるような奥ゆか
しい日本語文化の面影は失われてしまう気がします。引
き続きみなさんから寄稿いただく言葉を大切に、バラン
スを取りながら、読みたいつちおとを目指し、ホーム
ページの拡充とともに努めたいと思います。

つちおとのデジタル化とホーム
ページの拡充1717

　高山帯の砂礫地に咲く。花期は６月。花色は淡黄色。白馬岳や八ヶ岳の一部
で見られる。＜絶滅危惧ⅠＡ類＞危惧要因としては園芸採取や踏みつけによる。
また生育地が限られているのも要因の一つ。
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平成20年度（2008年度）

【支部長】
酒井　富雄

【副支部長】
宮下　正一
林辺　松治
市川　英一
佐藤　義博
小山　芳郎
松井　昭夫
中島　誠至

（会員数 470）

・第58回支部通常総会
・第58回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・「つちおと」200号（記念号）発行
・宮本忠長連合会名誉会長をご慰労する会・
「つちおと200号」発行記念祝賀会
・長野支部ゴルフ大会
・第14回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
（開催担当支部：諏訪支部）
・第51回建築士会全国大会「徳島大会」研修
旅行
・「第３回会員大会2008inまつもと」への参加
・専攻建築士認定証授与式
・新春交流広場2009及び新年会
・ワカサギ釣り
・第22回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・二級建築士受験準備講習会（学科）28回
・二級建築士受験準備講習会（設計製図）10回
・ＣＡＤ講習会
・長野市中高層建築物の紛争防止条例関連の
法規講習会
・「ル・コルビュジエ」のスライド会・鑑賞会
・「ルイスカーン」鑑賞会
・インテリア研修会及び明治村見学会
・まち歩き見学会「くらマップをつくろう」
・富山見学会
・スキー講習会
・善光寺五重塔の研究
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度（126名）・専攻建築士制度（26
名33領域）の運営
・長野市住宅相談の協力
・つちおと198号～203号発行

平成21年度（2009年度）

【支部長】
林辺　松治

【副支部長】
市川　英一
小山　芳郎
佐藤　義博
丹羽　正道
鈴木　芳彦
増田　憲一
久米　えみ

・第59回支部通常総会
・第59回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野支部ゴルフ大会
・第15回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：埴科支部）
・第52回建築士会全国大会「やまがた大会」
研修旅行
・第４回会員大会「建築士＋ふるさとネット
ワーク2009inSUWA」への参加
・新春交流広場2010及び新年会
・専攻建築士認定証授与式
・ワカサギ釣り
・第23回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・二級建築士受験準備講習会（学科）23回
・二級建築士受験準備講習会（設計製図）10回
・ＣＡＤ講習会
・会員証の発行
・「安藤忠雄①②」鑑賞会
・「アントニ・ガウディ」鑑賞会

（会員数 461）

・既存不適格建築物の増築に係る基準の緩和
等の法規講習会・「フランク・ロイド・ライ
ト①②」鑑賞会
・スミカプロジェクト見学会（宇都宮市）
・池口寺薬師堂現場見学会・講演会（木曽郡）
・「くらマップをつくろう」の実施
・耐震セミナー
・≪伝統構法≫構造と土壁見学会
・スノーシュー体験会…
・建築士免許交付式
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度（137名）・専攻建築士制度（５
名６領域・更新１名２領域）の運営
・長野市住宅相談の協力
・つちおと204号～209号発行

平成22年度（2010年度）

【支部長】
林辺　松治

【副支部長】
市川　英一
小山　芳郎
佐藤　義博
丹羽　正道
鈴木　芳彦
増田　憲一
久米　えみ

（会員数 438）

・第60回支部通常総会
・第60回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野支部ゴルフ大会
・第16回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：更級支部）
・第53回建築士会全国大会「佐賀大会」研修
旅行

・第１回建築士フォーラム2010in上田への参加
・新春交流広場2011及び新年会
・平成22年度支部臨時総会
・ワカサギ釣り
・第24回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・建築士免許交付式
・長野県北部地震（栄村）
　　応急危険度判定士の派遣
　　公立学校施設災害調査員の派遣
　　被災住宅相談チームの派遣
・二級建築士受験準備講習会（学科）23回
・二級建築士受験準備講習会（設計製図）10回
・農地改正に伴う農地転用に関する勉強会
・建築確認手続き等の運用改善に関する講習会
・引火性溶剤を用いるドライクリーニング業を
営む工場等の実態調査協力

・長野市民会館見学会
・今井ニュータウン見学会
・信州大学工学部建築学科合同講座2010年「建
築における音環境

・「木造住宅の耐震性」ＤＶＤ鑑賞
・スライドショー・ニューヨークレポート
・まちづくり研修旅行2010「黒壁」と「空堀
商店街」

・「くらマップをつくろう」の実施
・木材を利用する立場から「森林と林業」を
知る勉強会

・小布施町立図書館～修景の町並み見学会
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力

・ＣＰＤ制度（136名）の運営
・長野市住宅相談の協力
・つちおと210号～215号発行

支　部　の　歩　み支　部　の　歩　み
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平成23年度（2011年度）

【支部長】
林辺　松治

【副支部長】
市川　英一
小山　芳郎
土倉　武幸
丹羽　正道
西堀真二郎
増田　憲一
久米　えみ

（会員数 417）

・長野県北部地震（栄村）罹災証明調査
・第１回支部通常協議会（第61回通常総会）
・第61回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野支部ゴルフ大会
・第17回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
（開催担当支部：安曇野支部）
・第54回建築士会全国大会「大阪大会」（中止）
・世界遺産「平泉」と南三陸復興視察研修旅行
・第２回建築士フォーラム2011in松代への参加
・新春交流広場2012及び新年会
・ワカサギ釣り
・第25回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・建築法規の情報交換会・法規茶論
・引火性溶剤を用いるドライクリーニング業
を営む工場等の実態調査協力・引受体制の
整備
・善光寺大観進本堂「萬善堂」見学会
・信州大学工学部建築学科合同講座2011年
「建築における新しい視点」
・「エネファーム」、「サーモウッド」、「ＰＤＣ
Ｅ避雷針」、「ソーラーフロンティア」、木造
制震工法(仕口ダンパー )研修会
・ＤＶＤ上映「伊東豊雄・中村好文」
・「新しくなった鬼無里中学校木造校舎」見学会
・虫倉山登山
・建築士免許交付式
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度（123名）の運営
・長野市住宅相談の協力
・つちおと216号～221号発行

平成24年度（2012年度）

【支部長】
林辺　松治

【副支部長】
市川　英一
小山　芳郎
土倉　武幸
丹羽　正道
西堀真二郎
増田　憲一
久米　えみ

・第62回支部通常協議会
・第62回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野支部ゴルフ大会
・第18回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：飯伊支部）
・長野県建築士会代議員選挙
・第55回建築士会全国大会「いばらき大会」
研修旅行
・第３回建築士フォーラム2012in安曇野への
参加
・新春交流広場2013及び新年会
・ワカサギ釣り
・第26回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・長野市中央通りのベンチ調査意見交換会
・善光寺周辺リノベーション物件見学会
・低炭素建築物（エコまち法）等についての
講習会

・長野県庁本館棟免震装置設置工事現場見学会
・講習会ＤＶＤ上映会「ヤマベの木構造1/6．
2/6．3/6シリーズ」

・小中一貫教育校…信濃町立信濃小中学校見学会
・東京ガス千住見学サイト「Ei－WALK」見
学会
・「災害時における被災建築物応急危険度判定
の協力に関する協定」締結（長野市）

（会員数 397）

・栄村村営復興住宅完成見学会
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・建築士免許交付式
・ＣＰＤ制度の運営
・長野市住宅相談の協力
・つちおと222号～227号発行

平成25年度（2013年度）

【支部長】
小山　芳郎

【副支部長】
土倉　武幸
丹羽　正道
久米　えみ
齊藤　　浄
西堀真二郎
森　　　望
広瀬　　毅

（会員数 369）

・第63回支部通常協議会
・第63回本会通常総会及び創立60周年記念式
典への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野県建築士会代議員補欠選挙
・長野支部ゴルフ大会
・第19回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：上小支部）
・第56回建築士会全国大会「しまね大会」研
修旅行
・建築士フォーラム2013in飯田
・新春交流広場2014及び新年会
・ワカサギ釣り
・第27回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・野尻湖畔別荘見学会
・耐震改修法　天井の脱落対策等についての
講習会
・講習会ＤＶＤ上映会「ヤマベの木構造4/6．
5/6．6/6シリーズ」「妹島和世・北山恒」
・建築士がつくる住まいの作品展
・地域材フィールドワーク勉強会
・建築士免許交付式
・長野市住宅相談窓口・相談員　20回
・公開建築パトロール・建築指導員（２名）
・二級建築士受験準備講座・講師
・つちおと228号～233号発行

平成26年度（2014年度）

【支部長】
小山　芳郎

【副支部長】
土倉　武幸
丹羽　正道
久米　えみ
齊藤　　浄
西堀真二郎
森　　　望
広瀬　　毅

・第64回支部通常協議会
・第64回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野びんずる祭り参加
・長野支部ゴルフ大会
・長野県建築士会代議員選挙
・第20回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：須高支部）
・第57回建築士会全国大会「ふくしま大会」
研修旅行
・建築士フォーラム2014in埴科
・新春交流広場2015及び新年会
・ワカサギ釣り
・第28回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・Facebookを活用した情報発信
・スキルアップセミナー「おもてなしのここ
ろとは」
・「中大規模木造及び木質構造建築の現状と未
来」セミナー
・「地下水循環型地中熱採熱システム実証プラ
ント」見学会
・「南長野運動公園総合球戯場」見学会
・善光寺東参道活性化検討会議への参加
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（会員数 356）

・神城断層地震への派遣協力
・建築士免許交付式
・善光寺東参道活性化検討会議
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度選考建築士の運営
・長野市住宅相談の協力
・神城断層地震　応急危険度判定及び住宅相
談への協力
・つちおと234号～239号発行

平成27年度（2015年度）

【支部長】
小山　芳郎

【副支部長】
土倉　武幸
丹羽　正道
久米　えみ
齊藤　　浄
西堀真二郎
森　　　望
広瀬　　毅

（会員数 352）

・第65回支部通常協議会
・第65回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野びんずる祭り参加
・長野県建築士会代議員補欠選挙
・長野支部ゴルフ大会
・第21回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：大北支部）
・第58回建築士会全国大会「石川大会」研修
旅行
・建築士フォーラム2015inながの
・新春交流広場2016及び新年会
・ワカサギ釣り
・第29回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・Facebookを活用した情報発信
・住み手に魅力的であり続ける住宅外観の調査
・省エネルギー住宅のつくり方勉強会
・長野市第一庁舎・市民芸術館　建築見学会
・善光寺東参道活性化検討会議への参加
・建築士免許交付式
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・長野市住宅相談の協力
・つちおと240号～245号発行

平成28年度（2016年度）

【支部長】
小山　芳郎

【副支部長】
土倉　武幸
丹羽　正道
久米　えみ
齊藤　　浄
西堀真二郎
森　　　望
広瀬　　毅

・第66回支部通常協議会
・第66回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野びんずる祭り参加
・長野県建築士会代議員選挙
・長野支部ゴルフ大会
・建築士フォーラム2016in北アルプスの参加
・第22回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：上伊那支部）
・第59回建築士会全国大会「大分大会」研修
旅行
・大阪府建築士会との交流
・新春交流広場2017及び新年会
・ワカサギ釣り
・第30回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・スキルアップセミナー「スケッチパースの
描き方」
・目からウロコの建築物省エネ法セミナー
・重要文化財善光寺経蔵保存工事見学会
・長野市伊勢宮・若槻団地「住宅外観の印象
評価の調査」
・建築士免許交付式

（会員数 347）

・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・つちおと246号～251号発行

平成29年度（2017年度）

【支部長】
土倉　武幸

【副支部長】
丹羽　正道
久米　えみ
西堀真二郎
齊藤　　浄
原山　　泰
山口　　満
広瀬　　毅

（会員数 338）

・事務局移転　長野建設事務所建築課内へ
・第67回支部通常協議会
・第67回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野びんずる祭り参加
・長野県建築士会代議員補欠選挙
・長野支部ゴルフ大会
・建築士フォーラム2017in中央アルプス参加
・第23回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：佐久支部）
・依田高彬副会長の長野県知事表彰受賞を祝
う会
・第60回建築士会全国大会「京都大会」研修
旅行および大阪府建築士会との交流会
・新春交流広場2018及び新年会
・ワカサギ釣り
・第31回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・スキルアップセミナー「塗料セミナー」
・長野県建築文化賞最優秀賞受賞作品見学会
　（ＨＩＯＫＩイノベーションセンター・飯
綱山荘）
・長門町の家建築見学会
・県産材を使ったＺＥＨを考えるセミナー
・まちづくり研修旅行in高岡・富山
・古い町家をリノベーションし、古き良き生活
を再現しているゲストハウス布袋屋見学会
・建築法規懇談会「建築基準法の『浅深・裏
表』を法規の達人がお答えします！」
・将来に向けての支部のあり方研究
・長野イエス御霊協会見学会
・建築士免許交付式
・「災害時における応急危険度判定の協力に関
する協定書」契約（飯綱町・信濃町・小川村）
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・つちおと252号～257号発行

平成30年度（2018年度）

【支部長】
土倉　武幸

【副支部長】
丹羽　正道
久米　えみ
西堀真二郎
齊藤　　浄
原山　　泰
山口　　満
広瀬　　毅

・第68回支部通常協議会
・第68回本会通常総会への参加
・長野市空家等対策に関する協定合同調印式
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野びんずる祭り参加
・長野県建築士会代議員選挙
・長野支部ゴルフ大会
・第24回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：木曽支部）
・建築士フォーラム2018in北信濃参加
・第61回建築士会全国大会「さいたま大会」
研修旅行
・須高支部との統合協議（全６回）
・臨時協議会、新春交流広場2019及び新年会
・ワカサギ釣り
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（会員数 329）

・第32回長野支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・建築士免許交付式
・県産材木活用住宅見学会＋モロッコの街と
建築紹介
・伊藤豊雄講演会ＤＶＤ上映会
・防火設備の定期報告について、民泊の法規
改正について
・まちづくり研修旅行2019
・接客時に活用できる早描きスケッチ
・「こう変わる！建築基準法」の講習会
・飯綱町　斑尾山苔翁寺山門改修工事見学会
・木造建築の可能性を広げる技術～構造用ビ
スと接合金物を学ぶ～
・西鶴賀エリアリノベーションワークショッ
プ開催協力
・長野市特定空家等判定調査の受託
・長野県建築指導員（３名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・つちおと258号～263号発行

平成31年度・令和元年度（2019年度）

【支部長】
土倉　武幸

【副支部長】
丹羽　正道
久米　えみ
西堀真二郎
永井　寛治
齊藤　　浄
原山　　泰
佐藤　一利

（会員数 408）
（旧須高　84）
（旧長野 324）

・「須高支部」「長野支部」統合「ながの支部」
発足
・第１回支部通常協議会　基調講演・祝賀会
・第69回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野びんずる祭り参加
・ながの支部ゴルフ大会
・第62回建築士会全国大会「北海道大会」研
修旅行
・第25回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：中高支部）　
・新春交流広場2020及び新年会
・ワカサギ釣り
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・お抹茶体験教室
…　（旧小田切家住宅上店利活用）
・令和元年こう変わる！建築基準法
・リクシル＆アイカ工業研修旅行
・峰の原フォトウォーク
・「フォトも」で簡単！まちの刺激を切り取る
・須坂まちなみ散歩
・2020年４月１日改正民放ＤＶＤ講習会
・西鶴賀空き家の対象物件の解体ワークショップ
・中心市街地空家探索ワークショップ
・長野県建築指導員（５名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・長野市特定空家等判定調査業務の受託
・台風19号被災者に対する専門家による総合
相談への協力
・つちおと264号～269号発行

≪台風19号および新型コロナウイルス感染防
止のため中止となった事業≫
・建築士フォーラム2019in木曾路（台風のた
め中止）
・第33回ながの支部ボウリング大会（新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため中止）
・建築士免許交付式（新型コロナウイルス感
染拡大防止のため中止）

令和２年度（2020年度）

【支部長】
土倉　武幸

【副支部長】
丹羽　正道
久米　えみ
西堀真二郎
永井　寛治
齊藤　　浄
原山　　泰
佐藤　一利

（会員数 393）

・第２回支部通常協議会
・第70回本会通常総会への参加
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野県建築士会代議員選挙
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（設計
製図）
・ワカサギ釣り
・第34回ながの支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・インターネットを活用した情報発信
・ＵＤＣ信州！支える・育む・発信する、信
州まちづくりネットワークのハブ～
・戸隠神社中社大鳥居建替え工事見学会
・峰の原イベント
・長野県建築指導員（５名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・長野市特定空家等判定調査業務の受託
・台風19号被災者に対する専門家による総合
相談への協力
・つちおと270号～275号発行

≪新型コロナウイルス感染防止のため中止ま
たは延期となった事業≫
・ながの支部ゴルフ大会
・第26回長野県建築士会ゴルフ大会
・第63回建築士会全国大会「広島大会」
・新年昼食会
・お抹茶体験教室

令和３年度（2021年度）

【支部長】
土倉　武幸

【副支部長】
久米　えみ
西堀真二郎
勝山　敏雄
関口　文弘
原山　　泰
佐藤　一利

・第３回支部通常協議会
・第71回本会通常総会への参加
・ながの支部ゴルフ大会
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・第63回建築士会全国大会「広島大会」オン
ライン東京開催
・お抹茶体験教室
　（旧小田切家住宅上店利活用）
・令和元年東日本台風被害からの復活
・中心市街地リノベーションから見えてきた
「古い建物の改修の法的な課題と実務対応
について」
・いいいいいいづなでいい見学会
・「地震災害時における避難所等の応急危険度
判定」説明会
・プロによる塗装講座
・長野県建築指導員（４名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・台風19号被災者に対する専門家による総合
相談への協力
・つちおと276～281号デジタル版発行（276号
より印刷物からデジタル版へ移行）

≪新型コロナウイルス感染防止のため中止ま
たは延期となった事業≫
・第26回長野県建築士会ゴルフ大会
・新春交流広場2022および新年会
・ワカサギ釣り
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（会員数 372）
・第35回ながの支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会

令和４年度（2022年度）

【支部長】
土倉　武幸

【副支部長】
久米　えみ
西堀真二郎
勝山　敏雄
関口　文弘
原山　　泰
佐藤　一利

（会員数 355）

・第4回支部通常協議会
・第72回本会通常総会への参加
・ながの支部ゴルフ大会
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野県建築士会代議員選挙
・第26回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：諏訪支部）
・第64回建築士会全国大会「あきた大会」研
修旅行
・建築士フォーラム2022　建築士会創立70周
年記念式典参加　
・新春交流広場2023および新年会
・住宅リフォーム支援セミナーへの協力
・ワカサギ釣り
・第36回ながの支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・支部ホームページ更新のためのワードプレ
ス講座開設

・お抹茶体験教室(旧小田切家住宅上店利活用)
・ノスタルジックストリート西鶴賀まち歩き
・四代続いた理髪店主が見た西鶴賀の歴史
・「地震災害時における避難所等の応急危険度
判定」説明会
・空き巣に狙われやすい家の特徴と被害の実態
・穂保を歩き・鳥瞰し・学ぶ
・空き家を使ってリノベーション相談会
・長野県建築指導員（４名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・つちおと282号～287号デジタル版発行

令和５年度（2023年度）

【支部長】
久米　えみ

【副支部長】
西堀真二郎
勝山　敏雄
原山　　泰
関口　文弘
緒方　哲生
佐藤　一利

・事務局移転　長野県建築士会館内へ
・第５回支部通常協議会
・第73回本会通常総会への参加
・ながの支部ゴルフ大会
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・第27回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：埴科支部）
・第65回建築士会全国大会「しずおか大会」
研修旅行
・能登半島地震　応急危険度判定支援業務
・新春交流広場2024および新年会
・住宅リフォーム支援セミナー・相談会への協力…
・ワカサギ釣り
・第37回ながの支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・お抹茶体験教室
　（旧小田切家住宅上店利活用）
・戸隠古道散策
・西鶴賀で写真ギャラリーを造ろう！
・西鶴賀エリアリノベーション「5年後のまち
なみ座談会」
・まちづくり研修会「須坂の街並みに学ぶ」
・「地震災害時における避難所等の応急危険度
判定」説明会
・ZEB建築オフィス現場見学/設計説明会

（会員数 346）

・「地震災害時における被災建築物応急危険度
判定の協力に関する協定書」変更に伴う再
契約（長野市）
・長野県建築指導員（４名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・つちおと288号～293号デジタル版発行

令和６年度（2024年度）

【支部長】
久米　えみ

【副支部長】
西堀真二郎
勝山　敏雄
原山　　泰
関口　文弘
緒方　哲生
佐藤　一利

（会員数 335）

・第６回支部通常協議会
・第74回本会通常総会への参加
・㈱マルオカ　信州・すまいのわくわくフェ
ア住宅相談ブース出展
・櫻ケ岡中学校「防災の家」出前授業
・ながの支部ゴルフ大会
・二級建築士試験監理員の派遣（学科）
・一級・木造建築士試験監理員の派遣（学科）
・長野びんずる祭り参加
・第66回建築士会全国大会「鹿児島大会」研
修旅行
・第28回長野県建築士会ゴルフ大会への参加
　（開催担当支部：ながの支部）
・長野県建築士会代議員選挙
・新春交流広場2025及び新年会
・建築士フォーラム2024in諏訪
・ながのワインを愉しむ会（ワイン試飲会）
・第38回ながの支部ボウリング大会
・＜水＞の勉強会　～カヌー体験会
・お抹茶体験教室
　（旧小田切家住宅上店利活用）
・続・戸隠古道散策
・「地震災害時における避難所等の応急危険度
判定」についての説明・意見交換会+訓練
・「地震発生時における避難所等の応急危険度
判定に関する協定書」変更に伴う再契約
　（須坂市・飯綱町・信濃町・小布施町・小
川村・高山村）
・長野県建築指導員（４名）長野市建築指導
員（５名）の派遣他行政への協力
・ＣＰＤ制度専攻建築士制度の運営
・住宅相談の協力
・つちおと294号～299号デジタル版発行
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新支部発足
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※「つちおと」バックナンバーより転載
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支部協議会

新春交流広場・新年会

��� �����

��������������������
	������������������ ��������� 

������������������������������

����¡¢£�������¤�����¥¦§¨�©ª«��¬®

���¯�°±�²³´µ¶·¸�¹º»¼½�¾�¿À´ �Á�ÂÃ

Ä«����


	��ÅÆ�Ç�ÈÉÊ��Ë������Ì���ÍÎÏ�ÂÃÏ

���ÂÐ�ÑÒ�¢����ÌÓÔ��Õ��ÍÖ���ÂÐ�¥¦

¨¿ÀÌÕÀ��×Ø�¯Ù�ÏÉ�Ú�ÛÜ�ÝÞß�à�á«��â

��ãÒ���äåæ�Ä«�çÂèé�êë��Ò�À�ìí�îï

ð�ÂÃ�ñÊ�Ä«����

���¤ò��óôõö�÷øùúû��ü�ýþ�ÏÌ��ÿ~}|

{���[��\�]ö^�[_�Ù�î`�@?}|�����>���=

<;:½/ �Á��ä`ï

Ä«�.-�÷È,Ó�+�

*Þ�)øù('&Ï%ç

ÞÀ�����

����°Ì�$����

©��Ù��ÏÈ%#��°-�

="ÏÌ!0';�12��

3ç����Ù�{Ì�â

4�45�È
6Ý�74�8È9�AB�ÌC���É��8��¿�D

¥¦¨�ÂÃ�E�FG�7�H¿IJJ�K�L©M�NO�ÙPQ

�Rä�����

â�ñS�T�U�Ì�VµWXY¼�&��Ë±Z�abcÞ�de

�¼½f�g½»�hi���j k«lm{n�o\×pqrT�st

��Ê���ü�üuvw�xy��µWX�PBé��Ù�â�����

��|�ÈÉ������°ÏÌ�Ý�Ýø�����ñ�È�_À�

����4â�ÈÉ���tÙ�°È�4Ï�¿Ê�°È���À��

�ÑÒÀ���ÏÌ��Ï��4¿�

â��Ï�Ê���ú-���ñSÈ��Ìuvw�[�Ù��7�

�Ù��÷�ßú�óôõö�÷øù�ßú�©¿����È���h�L�L����������â���Ê�©

��Ù�

������

������������������

�������

（令和５年３月　287号）
���� ��������

������

����������������������������������
��������

		������������������

������������  ������������

������� � � �

���������������
	��������������

��	 �����������������������������������

����¡¢£¤¥¦§�¨©�ª«¬®¯ °±²³´µ¶·¸¹º¸»¼½�

�¾µ¶¿�ÀÁÂÃÄµ¶Å��ÆÇÈ�ÉÊËÌÍÎÏ�������ÐÑÒ

ÓÐ�ÔÕ¡���Ö�×ØÖ�¥ÙÇÔÕÐÚÛ�ÜÝÞ�ßÐÝàáâã�ä

��¢���åæç�äèéÏê�ë�� åæç�ìê�í£¤îïðÝ¢ñ��

òóô�·õ ö÷ø�§ù¥í�úÏ©�����ûü�²ý ���í¥§�

Ý�þÝ�ûü��ÿ~Ð���ûü��}|�{[\Î]þÐ^Ý�ñ��_`

Å@?Î] >¹�=�ä<�;�:/í.�-,Ð�ÓÐ¨©�Î]þ+à¢ñ��

×ØÖ¢�Î] *�)�¥§�('�&%¢���$#�\"÷!�¥§�ù.

�����������Ó0ù1�ð������23�4�þ�56�78¢�

������������9íAë��¢ñù�ÐÞíBC�D3�EFÍGH�

¨ùêIÏÝÐJú�¢KL�¥§��þ5�ÐÞíMN�¨��ñ���56�

=3Ð�Ý9OÍÏÙÞ�����Î]Í�P/ÞÝÇ=þÏêJ+�¥§�Ð¥

§��Q=þÐAë����R�SÝ=íTUV���5/ÞÝÇÎ]�WXY�Ý¨í�ÍZa5bÞÝ�þÝ

ÐJú��Î]�cÄÍ�©Ï�dñ¡�e6e6fÍÏÙÞ��56�=���Ígñ¡ÐÝà¥hiÍÝ�þ`�

����Î]�cÄÍ�©Ï�dñ¡ÐÝàJÐ�£j5ÍklÞHm5bÞÝ�þ`����

�n	 �����o�����pq²rs³tu²¢����Æ�äv�5/�=�wx9Où��²�ö\y�!

¨e��ùÎÏ5/Þ�Ï©�¡Ð
	�Ïê�A�ù.�����

+����²íäv��=3Í£�¥�`��£¤4�¨²Ð¨�¥Ý�Ý¥�Í��56Ý�þ`����

����

� � �

����������

pq���r²�r� � �  �

�
���

ÝÜí£¤¥¦§�¨©Þ¥��ñ�
	��5�Í�ëlpq�r²s³¯��£¨

Çä���íÐ����������¡Íw�¨���ñÇJÐù¢`�����5���

�.�ùÐàä�Ý�����r�Ð¨©Þ����������¢.�����

²r�=3���¢í�����Í¥����Ý�þ`�ÝÐ^Ý���ÝúÝú¨�

Í���Þ¥��ñù�����lÞ��YÐ�Þ�{�÷���â¡Íÿ�5bÞÝ�

þ`����{�÷���ù�=�����â��÷�`©ÏÙÐ¨����Ý�²Ý(

�ù���²ÐñÇJÐù¢`����pq�r²�������í�`�`�¥½�Þ¡

Ý�þÙÇ

������

�����¡

Í¥�Ù5b

ÞÝ�þ`�ñ�¢�¥f�ÙÍ¥��

�Þ¥��ñ��Ðí��Æú��¥

�ÝÝ���ñ�

（平成30年３月　257号）

� ����� � � � � ���������

��������

���������� ����������������������������

����� ��� � � �

�
�����	����������������

���� ������

 �������������������

�������������¡�¢£�¤�¥¦§

��̈ ©ª«¢�¬®¯�°±²³´µ¶·¸�¹

º»¼½¾¿ÀÁÂÃÄ§�Å�Æ�³�Ç��¥

È£¥ÉÅ�����ÊË·������ÌÍ©Î

�ÏÐ
ÑÂÃ�¬®�ÒÓÔ
ÕÖÂÃ���Ï

���×ØÒÙ��ÚÛÜ�ÝÞÒßà¼ÂÃáâã

äåæç�è
é¬®¯�êëìÅÒí¹î�ïð

�ñòó´µ¶·¸�ôõ�ö÷øÔù±úûÏ�

üýþÿ�~}ÂÃ½|î¹¿{[í\º]¼�^

��_`@��åæ?��èÛÑ>�=<¹î��

�ÚÛÜ£;¼áá<:/���í¹îïðñò�

.-úÔ,���Æ+ÂÜ>*Û)�è×ØÏ���

�(�ÏÒ������?'�Ê&%�Ê$#£

"
!������0�Ñ123456723�?'

�����8�0Ò9AB���_C ÏÐç�

¨¬®¯ßD¼EF�G�HIJÔ��²� ���K

×ÂÃLÛ�¬®¯�M�ÜNO£PQ����

R������0Ñ1ST45UBV7�WX���

�Y5Za
bÜ[cd��¨�+��²å�ef

�g��hijk0lm[nopqå��rÔ,�

Ñ1ÆVm���è���st�å�uv£Õw�

�ST�Ôç�è�*�

���x�Ôy����¨B���������

���²��Þ����ÂÃ��YB���ñú£

��*
���ÔÜ������g��x����

�f��Ã��������B��£Ò�Q��[

�àãä�[���å�r���ÏÐ
���ï£

�Å����

��ÂÃÆ���øÔB���£���¬®¯�

���ñò�t�å�uv£����?Û����

&���è��§�*��òÏ����� �2

3�����Å�*�

（平成28年７月　247号）

���� ��������

������

����� ��� �������
������� ��� �

����������������
	�������������
�����

 ������������������������������������

�������¡¢���£¤��
���¥���
��¦§¨�©ª�«
¬�

��®¯°±��²§�³´��µ¶�·�¸¹�º�§»��¼½¬¾¿ÀÁÂÃ

Ä�¦ÅÆ��
�

Ç¦�¥�ÈÂ�ÉÊ�¨�Ë�¬ÌÍ�ÎÏ�Ð�¬���Ñ�Ò�Ó��Ï��Ô

¬ÕÖ���
���¦±½×ØÙÚ��ÛÜÝ¬�	���¥��ÞÕ§���
�ßà

�á�âãäåæ�§á�ß�ç�èÜâá�é�êß�
��ë�ìí�£�®î����	��������
�

ïð�ßñµ�ñµâ¬ï±���òó�ó�ô�ë�õöÇ½
�À÷ø®ù�ú�Ç½�ûÐ«¦�½×üÙý

�¬	���ûÃ�¥���
�»þ�ÿ~è~¬}��|�{[\�]�������ûÏ
^�_`��½×

@?>=<;:¬�¥�¬�/���ø.-,�+������¥�^�¬Æ���ª*)«¦(���/��

���� �����

�� ��
�

�� �

�
�

�

�
	����

������������������
�������������

�����������������������
	��

������������������������	��

� ����������������������

����������������
��������

�������������¡¢£¤¥¦§�¤¨©�¡

ª«¬®¯°±²³´�µ¶�·¸�¬®�¹�º���

����¯»¼�

½«¾¿ÀÁ��ÂÃ¡�ÄÂÃ¡��ÂÃ�Â��Å

�Æ°Ç�ÂÁ�ÈÉ�Ä¡ÊÄ�ÂË�ÅÁÌ¿À¡Æ

°Ç�ÂÁ�����°ÀÍ²ÎÈÉÏÐ�ÑÅÒÆ°Ç

ÌÅÉ½«�ÓÔÕÖ×ÕØÕ�ÙÚÛÜÝ�Á¡Ì¿À

ÁÞßàáâã�äåæç�èé��êºÉÞßàáâã

�ÂÁëì�íîï�ð�ñò¡�ëì�óÁôõ�¥±

²ö�÷ø�ùú�ûü¡ýþ�ÿ¡îï�~}¡|{õ

ñò[ë\[\ºÉ]õ^_\`@?>ê±[=ö<;?É

:/.-�

,¡³´�µ

¶�·¸ª�

+[*ìÍ[

)('¯êº

&%$�ÿ$
ê\�Í#ì

�

¯¼ìÉ$

^$�ÿö


\^"�ÿ

¯!�012

�ÿ$�3�¡

ßà�4>²í�?^56É77Á89�A\ø�íê

ºÉBC����D�Ñ���EFGHóIJºKL¥¦M

N�OPQº²R¯%$�SµTUVöWì�

ÞXYZ�abã�ÐâÍ¡cd�efgKh^ijk

ø¯ElKh�mnæo²

�ÁüpÌ���DÑq���

r�¡àõÁÞ®stuã

^vç?É7�ðö)('

wxyÇ�ö�[²ûü�

¯�\[ê�¡Wì¯Sµ

TUV��ö�±[\ºÉ

K��Qº¯ÁAì�à^¡

Aì��ÿö�[mnQº

ðö�ì�¥ºÉ���

�¥¦������Zµ�

µ������í¡Q�

Wì¯êºÉ

ÓÔÕÖ×ÕØÕ�ä	

æç¡���ð��ì��Í[\ºà?>ê±[ûü¯

í�ö©ºÉ½�Á���Ê�í�ì�}[¡��¾¿

��ëì^���ö�\ö¡"�Ü¯�ìJº?�6É

�¯)(¢ö�ì�òºÉNÿ�¬®���¯�±[\

º���¯Þ77���Á����D�ã���ö�\[

ê�¡���������`ö�æ}[\ºÉ�¯W

����������� �

� � �

�
�

�

�
�

�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�

�
�

�

�
�

����������� ���

��� �����

������

��������������������
��	�����������

����� ������������������������������

�����¡¢£¤¥	�¦§¨©ª«¬�®��¯°����±²³´�µ¶

�·²����¸�¹º�����

»¼½¾¿ÀÁÂÀÃÄÅÆÇÈÉÊ�

Ë��Ì�ÍÎÏ�ÐÑÒÓÔÕ�Ö×Ø¶

ÙÚ�Û��¯�Ü���ÝÞßàØ¶áâ£ãä�åæç�°�¯�è´ÒéÒ

Óêë�¯¯³�ì��	¦�í×î×ïð�¯ñò�	óç����ôõö÷øù

°úû����ì�¯ç�	óï�üý¦åæ¯Ì�
¬þ��ÿ�üý¦�~}�

ù²|ñ�ì��üý¦�ù�{Óçð�¯ñò�[ÂÀÃÄ\]^�_`�ì�°@?¯³�ì��

���	��>=����_<;:/�.`���ð�����-,:/�ç+�*)ç��¯Ìñò�('�Ú�

Ã�Ä&%�ÉÉ$#�"!ï�!01203���456×��ôõö�78��Ä9��6×�AB�CDEFG

HÀ�0IJKLMNOåEÇ�PQÅR�ÉST�(UVí×ñW�XY»Z¯�aYXb��cd�ñ´�

���

e�fg�hâi����
���jV§¨��·��kl����mn¯Ì

m��²op�ñ´Üq²{rç�st�'0Ví×%�Éuv]wxy��]�

��6×�µ�����Ä9���·°����ð�����

��e��ñ�ì�ÒÓ��������·°�òì�²¯��4�±ñï��ñ

´����

��³��Ü����²�ò������°é¹º��ð��=�Ü´��à�

�ñ´����������´�
	�������ì�²¯�����

������_`�ñÿ������*����������������ì������²¹º��òñ�ë��

W���çÒñW�����������°����������²Ç��É�����

���������������

��F�DÃ �� ���

���

���

���

��
����

ñ²�����ÄÁ��Ì�ì�¯

ö���

�����¯Ì��ñ��¯��²�

��������¯Ì��¸ÿ�°���

��¯°��Ò�ñ����¸�����

��È�������°é������

���Ò´ñ�¯�$DÇ�Ü����

����Ò��ñÒñÒ_��ñ��¯ç�

ì�ð��ÿ������ÿ���Ç�Å�Ì�²�W���°�Ò�

����ÄÁ��Ì�K�U¯v$�²ø����²�°������������

��°��Ì�¯��ÿ��[�_������ÒÓ¯ç�_�ò �Ä���Óñ

��°����������Ò�¸��Ó��

�ð�ð�®ù²�´ñ����ñ²Ó�����������ÿ�������¸

��ç�ú��������¯��é���ç�

���� 
	��������

��F�DÃ 	�� ��

�� �� ���

� �� �� ����

� �� � ����

� �� 
	 ����

����������

（令和２年７月　271号）

（令和６年７月　295号）



26 つちおと300号

建築士会全国大会 � ����� � � � � ����������

��������

������������������������
������������������������



������ � � ���

�
	�������������� ���

���������������������

����������������¡¢�£� ¤

�¥¦§¨������©

�ª��

�§¨�«

�����

��¬�

®¯�°±

���²�

��³´�

µ���¶��·¸¹º´�����¦��»¼½¾

¿ÀÁÂÃÄÅÀÆÂÇÂ�ÈÉÊ¡ËÌÍÎÏÐ

ÑÈÉÊ¡ËÐÒÓ�ÔÕ�ÖÐ�×ØÔÙÚÖÐ

�×ÛÜÝÂÞÂßàáâÐ�×ãÝÂäåæçÐ

�×ØÔèéÖÐêÉ�ëÆìíìîïìðìÁÂÐ

ñòÂÃóÁôÂÐêÉõöàÐ÷øùúÐ�ûü

ý�þÿÝÂÞÂßÐ~}|Ð{�[\]^ÐÎ�

Û�½_Ð�`@Ð?û>=<;Ö:

�������/.�-��,�+�����

*�£�)��('����&¦�¬©���%

$�#�"!0½�10���2�34,5¸�£

�6ý�#½�^7�8}�9����#�A

_BC�

D�_¦

,EFG

H�	�

����

����©

§¨I

���

JK�L

MNOP

QR�S

T�+

�UV�

WX��

�Y�Z

�abc��de¬)���£����f�ã

ùú��fg���hi���¦¼jk��låm

ìñP�����©n�opJK�q£�rstu

vwxy�q�����t�×�����q��

�t ��q½��±t��������¦P

�°�¦��

����Hs©

 �P��

ã�¤�êÉ

�ùú§Ö

q�~t��

������

�½���Â�Àq�ñ��t��������

����P�¦�4,��êÉ��	�	�¦�

������©�×Ø�T���� �ã�¤�

������������´����½���4

��#����������G	����de��)�

�K�¦�¦��»¼©����PÐÐÐ�ÂÐÐÐ©

�����������ÂÅ���������

����������Ë�1¦q�u)r4H��

ã��Öt��G	�¬©�½�!����
�

��¬�û���·����4�"Í�����

������������e�����»¼�

（平成28年11月　249号）

��� �����

������

������������������
	���
������ � � �

������������
	������������������� �������������������

��������������������������¡��¢�£�¤¥��¦§�¨©ª�£��«¬®¯°±�

²³�´µ¶�·¸�¹º���� 

»¼½¾�«�¿ÀÁÂÃÄ�µ¶�Å��Æ�Ç��È�É�ÊË¡�¡��Ì

Í���ÎÏ�ÐÑ���ÒÓ�¡ÎÔÕÖ×ØÙÚÛ´ÜÝÞßàáâã�äå 

æç�è�é��Çêëìíî�ïá�ð��ñ���ò�ÔÕÖ±ó���Î�ô�

õ�Á�ö������ 

÷�Ä�ÔÕøù�úû�®ü�ýþÞÿÁ~�æ}Á|{�¡��[±\¥�ô

Á��]�^_������`��÷�Á��@|±?ÿ>=�¡Î�<;���ãÄ�

��ùÏ������Ò�¡Î:/´.�-��Þ,+½áâã�äå��*)¨©

`ùÏ��(�'&%$�#�Ä�Ñ�ÐÄ���ÒÓ�¡Î���Á"!Ý0

ÞÏ12áâã�äå��}��3��45�Á6�������7�Ï��"!Ý

0±���8�9A�B�¡ÎCDù�úÈ�E!FÝGH�Iü�äå�÷���JK��L�Á���� 

B�M6ÈÇ��ÿ£ÿÁ�NÝ.O´����Æ�Ç�'�P�Q��¡6

��ô�R�Ä�ST�U6���V�WÇê���ÌÍ���£ÿ�X 

Y�P�ZçÅ���Ï�abÓ�ïá���¡���� [c�de�X

������f±gh��i¦	��Á������'�P�,+�Ç��U�j

&k�lömno�pq�rs±��%$�#&t�����úuvwxy��ü

áâ����'�Ç�����Çáâ���ó²n�pq±������ Y�

P�ú�¬��y��üáâ�1����Ç�ghÄ��6�]�X���ÿ�

bÓ�ú���"ÝG��¶üÞ�°��áâã���Å�º������no

�����ê6���¹��ø����°c�Ó
�ê6����¡����

�±�6�ïá��� ������[��6����ô���`ÒÓ±���8������ 

����������÷�Äú���ôÁÛ´ÜÝü�ýþ��Ú�U&t±

�6�Ä�ÐÄ���ÒÓ�¡Îú��ù�v
	��������ü�äå 

��������������������������Ç�§�����Ï��

9A��� �������Í���8Ç�[�������W�Ì~�Q��

ÐÄ����8m��Å�����Ç��������ôÇ��±���������

��������È���Á]���A9A���õ��X 

÷�Ä
	��A�ZÄ�&ç��«¬®¯°��cäåXÎ���¹���� 

�����ôö���÷�����ÐÄ��c�`G/�����ÌÍX���

¹���D�Ç�����×��Á���� �¥��������X 

�������Æ��µ¶�³�´�������]�������&t±ÌÍX���¹��<������X 

�����������
	�������������·�����X 

�������

�������� 	��������
 
����������« � � � �

������������������������������������

X ¢����ö���³�´��µ¶������Á�ö����Ð�����

����������'��=
	��������ú�v��ü ��Ò�

����/´��"����]�§���ö���¡��û±��ö������

������±�X�Á���«V���Çê������åA�X ����

��Ú_��ù�¡Î��ù�Å�����Öt��������&���¯�û

�'Èú`AÈ���ü��������Ö����X ����������

�ôÇ������������ Öt��¡�Á�ö��®���������

¥���¤���������A�¹���X ÷��¥�
���·Ä���±P�������`�������

Á�����������Å�£��������±��Î��±P����Î÷ÿ�X �Åôö��ù�����

�����]������ê����
���·ç��Î�����Á��`�Ä����È��������êA�

����


（令和６年１月　292号）

（平成21年１月　202号）

���� ���������

����������������������������������������������

������ � � �

������

�������������������
	�

����������������� ������������������ ������������

������������

¡¢£¤¥�¦§¨©ª«���¬®¯°±����²³����
	�´

µ����


	�¶·¸¹º»·¼½¾¿À�¼½¾¬ÁÂª�ÃÄ�¼½¾Å
	

ÆÇÈÉ�ÊË�
	Ì�ÍÉ¡�ÎÏÐ���ÑÒ¿�Ó�����

Ô�·¸¹º»·ÕÖ×Ø�Ù®ÚÛÜÝ�Þß°à×Øáâ����ã

ä��å�æÂçÚ��
	ºÂàÂ��è��·é�ÊË�êëÚÛÜ

ìí�Ó���îïªðñ�ò�Ä

�óô¿���õö÷ø�
	��

���ùú�ûü��¿ýÓþÿ~�

}��|����Ó���·¸¹º»·
	ÌÍÉ¡{�[\]^�_Ñ

¿`��@Ñ»?�>�=�<;Ç:�/.-�,Ä��+��*��)�

(��¿+'��&����� �%�$#���"ª!0¿12�3

��_Ñ4567�·¸¹º»·8�9AB�CD^Ý���� �E�F

�CD^��G�H���� �IÓ�ªJÖK�¿+�Ô�

%LMNOP�QR�*ST�UV
	Á®°�ÈWª��è�����

��� �XY�������Za¢b<cd�·��EeL�º®æ°±ªLfgh�®�å�i�j�kl�

MmnK)iopiP·qâ£�r·
	ÜÛÂsMt;uOO0P{�vFw�uOx�y�°�Ñ/��w���

���Oª���·Æ�M
	ÆÇ���r*�ª���P�����������*����/.-�������

<����¥������<�������p�������·
	Æ0{�

®�å�QR�C¬D��R��Ä���Ä������è�MmnK)i

opiP�Æ0��àR���úÅ%��°�ý��j�
��·Æ�·

êë��{�F��¿À�«��Ä�ùúìí����u���õ�ö¢�

õ¢�õö÷ø����ù�ú��õ����ü���;�W���`��

�
	�W��¢Ñ�é�Ä����������|�®�Û»��	�

Q������®°±Û�y�Ü�¬Â°D�<cd�·Æ�·à®]��

�ª�Ä��å�>�Â^�����*�ª�����Å����ÅÔ�c

di·CD^�NO�·�°�»Q

°�*�{���Vè2���Lf���������i·
	�åÂ�

°��{�Ó��
	�Lfú��°�ÛÂ>� ·��Ec���eLª

®�å�Ä�����·¸¹º»·>åç»����¿À·¸¹º»·


	Á®°·
	�G��M���P¿À����Æª*2�������

���E�Ô���ù����������h�ª�����¯�RD�Â

�����3�<�Ä��u�Q��®®�ï�·¸¹º»M�u����

�ÑÒP·u�;���ìí�u�

�����®��»u����Â^

���ÓÓ<�Â^������

���ÅÔ������Â^i������2��ìí�·�
	���

{�����Å��ª���� ����2���{�

â���Lf���j��¿À������������������

wT���ÿ��ÿ���������������9�j�,����

�������ªÊ��,������ ���������

��
	�

� � � �

��������

����� ��

（令和元年11月　267号）



27つちおと300号

信州木造塾

研修旅行・まちづくり研修旅行

（平成24年１月　220号）
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見学会・講習会

（平成21年１月　202号）

（平成23年９月　218号）
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32 つちおと300号

ヨット・カヌー・バーベキュー

支部ゴルフ大会
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33つちおと300号

その他レクリエーション

長野びんずる

��� �����

������������

���������
�	�����

����

������� ���������

������������������

������������������

������¡�����¢£¤�¥��

��¦��§���¨������©ª�

«¬��®��¯°±��²³´��µ¶

·¸�¶·��¡¶·�¹��º±»¼½

�����¾¿À����»Á�����

ÂÃÄÅ°����ÃÆ��¥������

Ç��È�É�ÇÊËÌ��ÍÅÎÈ°���

�ÏÐ��Ñ��¥Ò��������

��
�	��Ó�Ô�ÕÖÓ��×	Ø���Ô�Ù���

��ÚÛÜ����������ÝÞ�ßÈ�à�áâ¨�ãä

�®áå�æç�èé�ê���Ñ�ë����§����

ìí¸�îïðñòóòôõÛö÷ø�ùú�û�üÍý�®þ

ÿ~}�|À¥{[¹��\Û]ø^_`ø�@?¨�´§�¥

Ò��>=�ê���Ñ��<�´§����

ê�����������¡�����¥;�´§�����

����:�/�.-

�,è�:��Ø��

�è����À���

�+Ø������:*

�������¥Ò�

���Õ)�('Þ�

À¨����������&��%$�Ñ�±����#"�!±����

01���

�������¿*�23�þ4������¥Ò��������5�

®6�������Þ¦������7+�`8ø����+�<��,±�����9A�Bâ+���¸·�:��

CDEÞ��¨�������23�����F�<���

� � � � � �

¡�� � � � �

�������

�����

���������
	��������
������ ��

�� � ������������

�� � �������
����	��
����
����	�������
�� ����������

�� � ���������

����� �� 

�����
�������

（令和６年９月　296号）

������� ���� �

������

� � � � � �

��������������
��

	�������������	���� �� ������

� ����
	 � �

�����

� � � � � �

�������������
���

�����������

� � � �
�������

��������������������

� � � � ¡ � ¢ £ � �

��¤�����¥��
¦��§ ¨©ª«¬®¯�°±�²

�³´�µ�¶·��¢¸¹ º»�¼
�·����½·��

º¾¿�¿À¼
��·�����·��

ÁÂÃÄÅ½�������������� 	ÆÇÈ ÉÊ�°±�² ����£¿�����

����������Ë�� ÌÍ�¿ÎÏÐ�� ±�� �³´�µ�¶·��¢¸¹

���Ñ������Ò�� ÓÔÕÖ¿×�ØÙÚÛ�

���Ë��������� ¦��§ ÜÝ�ÞÅß�°à�¿áâ¿ãäåæ²

º»�¼
��·����½·��

º¾¿�¿À¼
��·����½·��

ÁÂÃÄÅç
Ãè«¬

���������������

«¬ééêä�ë���Ëìíîï
¦�¶§ºðñ¼¨òóñ«¬é®¯��°à�²

¡�¢£·��·�����·�� ³´�µ�¶·��̧ ¹

������������Ë��
ôõö÷ øùú�ûüß�
ýþ�ÿ~}¸|�{�[�\�]^_�`ý

�����������@��
¦��§ «¬á?�áâ�
>=|[<;�>�Î]��:æ/�.-�

,ÁÂÃÄÅ½�+ ���·�*� )�(·�( ,ÁÂÃÄÅçÃè«¬+ ���·'*� )�(·�(

����������

����
� � �

�������� ����� ����������

���������
	����
������������� ��

��������������������
	���	�
������������ ��������
����������������

�����

��
�

��
	

��������������
&%$#"! � � �

012345678÷9~ABCD�E{��[FBCGHßÃIJ¸KLMÞNÅOI~µPQ�ER4S4B

7]¸�CTUÔ�567�®¯V!~W=XY�µ{��Za�bc{de®¯«^µf6�g �V!4h¸-¸

�CT

XY��õ~ij�Ckî�ºl�¡m¼¹µno#p�q~{���¸¹�iîrs[ìítu�vw�xy^�

¸�CT��W-®¯�����¹�Î=���]�ÞÅû¿���Å�

µ{¥�
����Ì��j=������{��
Ä
	ü�Þ

��ãï���i�{���
�����ß��Å
�4��|�7]

¸�T¸C��iîµ{¬��¹¡m���ß¿��Å���J��

���¹��ü���4�n|�{��iî��ìí[�7µ{
�

����ÅÃ����Ë����ú�[	��¹¡m|�=
����[�

��i�4��7]¸�T

����[F=iî^õ~{�����^��XY�[F-{�F

=�!���[�ÿÎ=®¯��-~�]^��C¢£µ�j]��{

��~�C�¹�CT

（平成24年１月　220号）

（令和元年９月　266号）

�
�

�
�

�

������������

� ����� � � � � ���������

��������� ����������

��������������
	��������������� ��������

��� ��������� ���

���������������� ���������������� ���

���������������� �����������
�	����

���������������������
����������¡��¢ ����£¤�

��¥¦�§��¨������

©ª«����¬®�¯�°±²�³´���

©ª«��µ¶�·¸�¹�º»��¼�½��¾

�¿���ÀÀÀ

©ÁÂ�Ã��ÄÅÆ�ÇÈ�ÃÉ�ÆÊ�Ë�

ÌÍ¼�Î� ��ÏÆÍ�³´��Ð�Ñ �

Ò�ÍÓ �Ô��ÕÂ��Ö×Ï�ÂÌ�Ø 

ÙÚ�Û��ÜÝ�£¤�Õ��ÞßÍ�����

�£à�á�ÃÉ��³´Ê�â��ãä���

å�æçèé��ê�³´�ëìíÍ¦Æ�

�¨�³´�îë�ïË�ð�ß�Í×ÏÖ�ñ

Ï¼È�ÃÉ��òóôÂ�õÏÍ ö÷Í¨�ø

ù��â��Æ����

ú�¥¦�� �â�����Û��¹�ÜÝ

�Ê�ûüýþ�Í�����ä�ÿ~���£

¤�}|�¯���{[ÂÌ� � �\ �Ê

�Æ����Õ��³´�Ã]^��Ã��Ê�

ä�_`@?>=���<;:/.-,���

�+�*���ÆÊ�) (Ñ�ÍÆ+�*���

�'��

（平成26年９月　236号）

��� �����

�������������������
	�����������
���������� ����������� ���������
�������������������������
��¡¢£¤¥¦�§�¨©���ª«¬®�¯°���±²³ �´

�µ¶�·¸���¹º»¼�½£�¾¿�ÀÁ�Â�ÃÄ�ÅÆ�Ç�
�ÈÉ�ÊË�ÌÍ�ÎÎ�ÏÐ��Ñ��Ò�ÓÔÕÖ×¿Ø�ÙÚ Û
 ��Ü�Ý�Þ�ß�´ �àÛ��ÏÐ�
á����âã���ä�É� å��æçè
��éê�ëìíºÄî�ïîð���ñìÂ
�ÃÄï�òóÞôÒõö����

÷ø°�·¸���ùú�ùª�û�üý
ì§��þé�Ò��ÿÒ~È}´Þ�ï�|{[��\]^é_�
`@?�¨©>=�<;��Ô�: /�:.-,�+*)�('
��ÌÍ�îÿÒ¼�&ê%é$�#�"�!��
+*)�('��ÓÔ001¿Ø�23�4�56î
´{����

7�����Á8�� �ÌÍî§��9A�
B��`�$�ñî´{����C���DEÚí
É�#�`�$�ñ�FG�Ò����HI�J�

��+K¼²�ÞôÒõö���~LM�N�O�P£QRS��~TUV
±Þ��

���� ����� ����

����������
2£ûWX� � � � �

�
�

�
�
�

�
�

�

Y��Zö®öabcÔ6dì�e¼
�feï�g´�����Y��h�i
 00j��������k��l¼´î
m�´ �h�i�nÿ�îÎo�pî
0qj�rýstßußu���
ab�evwxy�¨©�Ò�©ôî

�����÷��������ab�e
fe��²Ò·¸�
����ÿÒ���k��gÿ�Q 

���Â������������Ò�������¼��� ����
�{ú��Þ}¯°�Ò������±�{ ®V��ÿÒß�t���
È�����������¼�
�����3Þ} ��Ò�ÒV��É�#��õö´ �ÌÍ���

��>{��abº�>=��È����
ÎÎ¼��ab��?��ÀÁ����� ������ÀÁ����

������´ ����ÈÒ��²é���k�h�Ò�������
��Q��V���t
Î�§��������·���

������'�Òfe�����
¼����4���÷����öÜV���î�����µ����´ ���
��é�fe�âã����+h{��O�����õVO���������
Á~�Ò3º�����
3º��fe'������X��{�ab���òó�Ò¼��Ø�é��

e�âã�����6d������
pî´V����kN{��� ��Þ}�g´� �¼ÿ��¼�����

����k�V������� ��î�Ò�û�ìû�ï�0Öªý��Þ�Ò�����VÒ�ON{�ô}�
�����Î¼�gö�����t

���
���


	�����

������� �  � �


	�����

� � � �

� �

� �

���� 

������ ���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


���� �������������¡

��������� � � � � ����� �

������

�����������������������������
���	�����
����

��������������
����	����������������� ��������
��������������
��������������������� ����������������������
� ���¡��¢�������£¤�¥¦�§���¨��¢©�������ª«���
§¬�®��¯�

�������� � ��������������������������
�������� ��¡¢£¤�¥����¦§�¨©ª«¬®¯°��±²��
�����®³´µ¶·�¸

�����¹ ���������������������������

����������� ��� ��������

� � � � �

��°±²³ � � � �

´µ¶·¶�¸¹�����

���º��»¼�½�¾¿ÀÁÂ��´µ¶

Ã��Ä��ÅÆÇ·¶��©�����

È�É�ÊË�ÌÍ����ÎÏÐÑ�ÒÓÔÕ�

ÒÀÖ×Ø�ÙÀÖ×Ø�ÚÛÕ�ÜÝÉÞß¶�

�àáâ�������

ãäåæçèé���áêëìíîïð�ï�ñ

�òóô�¥¦á��õö��÷ìí�ø¡�ù

�úû�´µ¶�üýá�ù�þÿ¢~�àá��

}|{�[�É�·

�á��\]á�

^_�^`@�?á�

>=�<æ�;:/

�.-�,+*�)

(¡á'*�&-¢

�%¶$�·á�

#½�"!¢¦ð�

01�2'�345�

È�É�´µ6æç

ÀÖ�78�¡�§

��¶9^%AB��CDE�áæè<ä�¶$É

æ²¾FGH�æè<ä�$�I�¢�%¶9ÇJ

^��

¶9É�K�L©�M��©¯%N�©�����

O�¢ÝPQ�R^��S¼%��Tü�!�-��

Uçè�VW�XYZè±��a^��§b���

 ��c²×Øä×�de���

§�¦��f§(�¢�%·�©�ghi�e

j��

k�l��m�¢�%�E¶É�÷n�����

|ôo�pqi�r�i��s��������t

8�¡��uv°±²³w�xq������

� � �

�����

����������

（平成25年９月　226号）

（令和６年９月　296号）



34 つちおと300号

裏 講 座須 古 宇

������� ���� �

���������������������
	�����������

������ �
��

�
	�

��������������������������

���������¡¡�¢��£��¤¥¦

§¨©ª«¬®¯°����¢±²³��´

µ¶·�¸·��¹�¢±º�³»³»�¼

½¾�ª¿�À�ÁÂ��µ���Ã�Ä�

Å·Æ�ÇÈÉ·ÊËÌÍÎ�ÏÐ���·

¥�ÑÒ��Ó�ÁÂ¢��²³�Ô»·�

�Õ�Ö·�¨×Ø°¹§�Ù�Ú�Û¢�

�º�¶·µÜ�Ý���Þß·¥����

Õ�àá����¢±²

������ �¨©ª«¬®¯°µ��

â�£�ãäåæ����Öç�èé���

�¢���êë�ìí»î��Ï�»ïðñ�

ÊËòóô�µÄõ�ºö�÷���¢±²

øùú�ìí��»¨ûü�ì��Ä�ý¹

þÿº~��}��°�|Ú���{[�\

]�^_`���@���?º>=����²

³��<;��:/.�-��ìíº,+�

�*��?ºö)��¢��('&»%�$é���#&�¹Ó����"!��¢±²

���������������������������
	���������������������� 

����������������� �������

�����������

¢õ0��ÌÍ � � � ������������¡�¢£¤¥¦§¨�©ª«�¬®���


	¯°

±²�³´µ¶·¸¹º» ��£¼�½¾¿�À

（令和元年９月　266号）

���� ��������

��������

�����������������������
	������

����������� ��������������������

���������������������������������

���

¡¢£¤��¥�¦§¨¢�©ª«¬®����¯°±�������

²°³´��µ���¶�·¸�¶¹º»¼½¾©¿��À��ÁÂÃÄ�

���

�ÅÆÇÈÉ�ÊËÃÌ��������ÍÎ���ÏÐ���ÑÒ�

��
	Ó��Ô��ÕÖ×�Ø��Æ���Ù�����������¨¢�ÚÛ�ÜÝÞ�ÕÖ�ØßÌ�

�������

�à�¦§áâ��Óã�äå������æ�Ó��ç��èéê�

ëìí�î��ï�����������ðñ�Ó��ç��Óãòóôõö

÷øôùúûüýÁþÿ~�}�|{[\í�î��ï�ç�����üý

]^_�`@?>=üý�î��ï�á<�������������èé

ê�ëì���á;��ç:� Ã/�=.����ï��Æ�-,��+

��=.���*)©(àß��

�����©�Ü��'&�%$

&�%¢��#��"!0©12

�34ÃÄ��56º�78��»¼9AB�C�D/{���*)�çEÏ

�Ä�����F��Gï�HIJÄ��Æ�ÕÖ������

¨¢���²°³´���KL��������©�M�N¢�ÓãO

�%P��QR�%�J��ST

U®VWXR��Æ��üYZab

�cdef��5�ghXR©�Ôi��îÇ��þj��%�ß����

��Æ������ßJ�kI�XRl�����m���n�HI���

������op�]^q5�¥���Ä��rI��JÄ�s"!��

¶� �tu���ÄßJ�*)�jvwx�ëy�������J��

1�����y�FÄB�J����IÃÌJÄ�¦§¨¢�������

����%����{������Ü��Æ��y�������ÕÖ�Ã

Ä50�%���q��Ì/�¥�v�vþb��y�%²¢%�º� ��������������ÚÛ�Ã

Ì��������

�������������

���
	 � � � �
��������
	�������������� ���

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�

�
�
�

�

�����
	���

�������� �������
	��

��������� �������������

�����������

��� ���������

��������������������

��������¡¢�£¤¥¦§�¨©ª�«�¬

（令和２年３月　269号）

� ����� � � � � ���������

� � �
� � � � � � � �

����������

��������
	������������

���� ��� �������������

�����

�����������������¡�¢��£

����¤¥¦¤§�¨���¤����©�ª«

� ���
	������¬���®���

�¯�°±���������
	�²³�´

µ�����������¶��·¸¹º�»��

�¯��®���������

�¤¥¦¤§¼½��¾¿À·¸¹ºÁ�ÂÃÄ

Å��Æ¼½Ç���È�ÉÊ�ËÌ��ÍÎÏÐ

�ÑÒ���ÓÑÒ���¾¿�ÔÕ�����¨

�¨���� �Ö��×���ØÙÚ�Û���

Ü�ÝÞßà�¨�����áâßã�Ìä� �

¾¿�¶å�æçÙè�¨�����®�é®ê��

ë²³¢ìíÙîï��ð���ñâòÒ�óô�

ñâ¼õö�÷õøùúûüúÒ�ý¼½�ñâþ

ÿþ~}�|Å{�ñâóô[\]^þ_��`�

ñâþ@?>=�<;:�/<.-,�ñâ]^+

*)(þ³�ñâ¹'&�ÑÒ�ñâ%$#"!0�

ñâ1�ñâ2�ë�34��56�7Ù8� �

��º9�AB�C���D����

À�E¾¿ì·¸¹º» ýFGH�IÁ

��ÀýFJKÁ�LM�âN����¼½Ç�

�6��O �¼½P�ÃQ���·¸¾¿��R

ÃQ�STUæç�VW����X� �����

��ù�Y � ���[\Z]^þ_�abc

d�ef	eg	h�ij�kl��
	���

����¬���®���

O�[\]^þ_�mZ¼½�no��� �·

¸¹º����ë�34�â56�¼½Ç��ä�

����ËÌ� ��������
	��¤¥

¦¤§�©�ª«� � ����

�������������� ��


	�����������������

����� ����������������
��������

（平成26年９月　236号）

���� ��������

����������������������
 	���������

������������������� �
	�
�������� � � � �

���������������
	

���������������� 

��������������
��

����� ����������

���������¡�¢�£¤��

¡�¥�¦�
§¨©ª«¬���®

�¯£°±²³´µ�¶·�����

¡¸¹��º»ª®�¯���

���¼½¾£ �����¿À�£¶��Á�
��ªÂ¹ÃÄ
�

�£¤�¾£ÅÆ¿ÇÈ�É¸�ÊËÌ�Ì���������¡�¢���

��§¨©�³�ÍÎ�ÏÄªÂ¹£���Ð±�¡�¢�Ñ��Ì��ÒÓ

�¸Ô�¯³Â£�ÑÑ�ÑÕª��Ö×ØÂ�Ô��¸��ªÙ��Ô�Ú�

ªÛÁ®³�Ñ�Â²Ü����¢Ô

��¡�ÝÞßàá�âãä��å�£æç�£�º�º ������

è��¯³Â£éÒ»���¸ª�®�¯êëìí�î£ï��ðñòó�

Ñ�Â²Ü����

ï�ô�Á��õáö÷øù¯£¤

���¯®ú��¯³Â£ûüý�þ

�
ÿ��¤�~}�§Ô
��¸�

º»ª£��|Ô�{�ÿ®������Ú[\]^~¯®_`�����»

@¯£?>â=��åó�<�Ì��³�

;:��
���/.-,£�������������+*á�)(��

�õá£'������õá¤�
âãä��å����ÝÞßàáö÷��Â�»â&�����

����������������������
 ���� ��

�%�$��#"�!¯	������ªÿ01��2!3��
�������'��45�6���7��8�£

þ9AB�CD��ªÂ¹�2!¯��Â£Eª�FGH��|�£õIJ�K�Ló
������MNOP

2!�QR��ST�£UVÆ��W\XVY�Z�a�b�¤Ñ��#"�

�Æcÿde�fT��®gÄ�U+hijk�lm�º��nAºoÔ��p

�q��rsÂ�§��
��³�tu��v���¸¹w�Ô�#"�Æcÿde

�£x/y¯����'����Â�ª�Æcÿ�,¸��Æ�������£

%����Ù���Â¼�Ô
w������¤���§���v����
�§�

��ÂÑ�rs�ª��³�

���©S�#"bý�Zb���¤Ñ���£���jØ��S��
�

��¤»�ªÔ���¯£���jØ������£����
¤�!���

	�
����¯³�¤�¾£FG\]��R�£�o�¹£���£��£�×�¥������£�¾���

���È���Ò�®¸¸�¹����¸¹������y����
��å���

µ����¯£#"���£���£���������Ñ�Â²Ü£��Â�Ô�¹£���Æcÿ01��j

�
®¹������Á®�¸���µ�������������½¾4(
��v��£#"�¯	���

���f��£�*
	�@�)(������Â¼��£�öª��®�wu�¸�	�����'�<¸���

����¯Æ®��Ô
��«á�

#���Zb

� � � �

���������������������������	�¡

������������

（令和２年１月　268号）

（平成24年９月　224号）



35つちおと300号

表紙・編集後記

（平成23年１月　214号）

�����

��������� � � � � ����� �

��������
��	����������������   �������
��������������������������� � ������������� �����������

� �
�������¡¢£ ¤

��¥¦§¨©ª§« ¤

¬®¯°±���²�³´
 µ

¬®¯°±�¶�·¸
 ¹º»

¼½¾ ¿

ÀÁ¯¨ÂÃ� Ä

ÅÆ�Ç È

¯É¨ÊË È

��¥°±� È

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

ÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌÌ

������������
���������
	���
��������������� ������� ���������������

���� ������������

����
ÍÎÏÐ

� 
 	 � ���

��������

����� �����

��������������������

���
	��������������

�������������� �	��

������������	�������

����������
���������

�������¡�¢£�¤�¥¦§¨©��

ª�«¬®���¯�°±�²³����

´¨������

��������� ������������

（平成26年９月　236号）

���������������������
	���������������

� ������������
	�

���������������� ������� �����������������
	�

��� ����¡�¢£�¤¥¦§¨©ª«¬®�����¯°±²³´µ¶·¸�¹º»¼©½

¾��¿À������©ÁÂ�ÃÄ�Å�
	�

��
��Æ�ÇÈ©É�Ê	ËÌÍ¢£Î
�ÏÐ�ÑÐ��	Ò���� ����Ó¦�

�ÔÕ¡Ö���Å�
	��×�ØÙÚÛ�ÜÛ�Ý��

��Þßà��Ê	���������

� �

� �

�����
áâãäå�¾æ çèéêë

ìíîï��

ã � ð Ñ ê ñ ò � ó ô Â õ

åéãö�� åéã÷øùúî åûüèèý þ·�ÿ~}�

ö�� |{[î\]^_`î å@üèèý ?

ö�� åéã÷ø>Ñî å@üèèý ?

=�� <�;:/.-,+î å@üç*ý )(

'�� &%{[$#"!012�î å@üäèý 3}4

åé�� 56�7801,+î åûüäèý 9AB¡�

åç�� <C;DE,+î å@üäèý FG

éå�� <=;DE,+î å@üäèý HI

åç�� J�KLM,+î åNüäèý O¦PQR

éS�� &%µÉTUÖ©V~WXYËZabî åûüèèýåNüäè �QcQd�eäèçfg

âã'�� �hij;Ö

å*�� âã÷øùúî å@üèèý kl

éé�� mÐnÈopqr0s

éä��
tuvwxy¶���Ô:¼���
�
©p�î åäüäèý &%µ�����~�<ù��g

é*�� <';DE,+î å@üäèý HI

éS�� Ó�a��óéèåä åäüäèý �º�)��

éS�� &%{[Ó�î åûüäèý ?

� � � � Ñ 6 �

� <ééûf � � � � ��é*�öãâ�

��� � � � � � � � ��
������� ���� ��
	����
	� ��
������� ����������  ����� ��
	����
	� �����
������� ����������  ����� ��
	����
	� �����
������� ���� �	
	����
	� ��������������
������� ���� ��
	����
	� ��
������� ���� ��
	����
	� ��
����� ����¡¢£¤¥ ¦
	�� ���§¨
������ ����������  �����©ª� ��
	�� «¬®¯°±
������ ²³´��µ¶�·¸¹º»�¼½�¾¿� ¦
����À
�� ��Á� ÂÃÄ��ÅÆÇ
������ ��� �À
	�� È�
������ ���� �	
	����
	� ��������������
������ �ÉÊËÌ� ��
����À
�� ÍÎÏÐÑÒÓÔ¸Õ
������ ¹º��� �À
	����
	� ÍÎÏÐÑÒÓÖ�Õ
������ ×��ØÙ�� �	
	�� ÍÎÏÐÑÒÚÛÜÝÞ��ßà
Â���� ���� �	
	����
	� ��������������
Â�á�� ��� �À
��� ÚÛÜÝÞâ£
Â�á�� ã�� ��
��� ÚÛÜÝÞâ£
Â�á�� ×��ØÙ�� �À
��� ���äå�æçÞèé
Â���� ×��ØÙ�� ��
��� êëì íîï
Â�ð�� ×��ØÙ�� ���
�� êëì íîï
Â�ñ�� ���� �	
	����
	� ��������������
Â�ñ�� �òóôõ ��
��� ��Á� áÃ�ö�
Â����� ���� ��
	�� ��
Â����� ×��ØÙ�� ��
��� ÷ÛÜ
Â����� øÐùúûü�ö ��
��� ýþÿ
Â����� ×��ØÙ��Á~�® ��
��� }ÏüÍÎÏ�|ë��
Â����� ���� ��
	�� ��

� � � � � Å Æ

� ����{ � � � � [\���]���

^_«`@?>=<;:/._-,®>=<«ý+*))(®>._,':Ì@?¤&
%®+.¨$#",®>!0('$@:.¨$_123%+,®456789AB$!0
ô®«C®*DE¬:FGH,I~7¶*I~JKL':FGH~M&`¥�NO³¨�
~PQ2RSTU@V+*)~6RSTA2ýE%WXYV+$�:NO³¨�~PQ'

FGH	�Z;ab:I'��c�Zde*)>®45._;`4%7¶~NO³'f³gõ�&:`¥ÿb@h
ij«+*��~ì;')~`>$�E$®._:789«ý4%¿kl*
��Á�;m�n:��Q&;obàpq'r$@$®*M>®45pq~st;._'ý+lu>¨*

�v«j«+¨�w�V+*xy«$®¨���b$®*���§�;�E%®+��2ô=<;:��)
,2�9%'®$®lu>¨*

��~Ð����(':Ä��`¥¸®���;�¨¨¤�n:�ä~���«���~��Á;`4%�\�
&5*��5®�s¨b5®���5®,®>��«M);'ý+¨�l*)~`>$��2s¨�$®�'$®*
m�&5��~ì(xy~ý+pq;V+;':�"Ç�~��b«�Å*Ö�$S�('ý+«:��2�
�m,b:����@¥�2��+),«._,b%��b®~('$®lu>¨* �����

� �

� �

�����
������ 	����

��� Â� �� ��

������������

����

�Âùúûü^��1�«��;���&

£b5*

���2�i:��(��âi�bj�£

V,,�;:�¨����2�¥�bj�

£V*

（平成21年３月　203号）

（平成25年３月　227号）

（平成28年３月　245号）

�����
��������� �����

����� �� � � � �

������������

� � �  � � � 
 	 � ��

������ ��������� �� �����������
���������

������ ������� ������
������

��¡�� ��¢£¤¥� �¦����
§¨©ª«¬��®¯��°

��¡�� ±²³´ �������µ���¶·
¸¹³´°���������

��º�� » ¼½�§ ¾¿ÀÁÂÃÄÅÆÇ� �µ���������
ÈÉÊÉ�§¨

������ §¨ËÌÍÉÎÂ� ��Ï��
ÐÑÒÓÔÕÖ×�ØÙÌ

������ Ú�Ö
ÔÛ�
Ü�ÝÞß�àá̈ âã���Ï ����������
¨âãä

������ ª«¬Îå�æç�èéêëìí� �¦����
§¨©ª«¬���¯��°

������ ±²³´ �������µ���¶·
¸¹³´°���������

���¡�� §¨©ª«¬�î�íïð ñòóôõ �������µ���
ª«¬�ö�

���÷�� ���¢£¤¥
ø� �ù����
úûÖæÕüý

���÷�� ±²³´ �������µ���¶·
¸¹³´°���������

����Ï�� ��éþÿìí� �¦����
~}

������� ���éþÿìí� �¦����
~}

� � � �  ö |

� ���ù{ � � � � [\�µ]���¡�

^�_`�@?>=ü<_;:/.-,+*)Þ_('&=ü<_%$ûÞ�>&.#

"!01":2;:3=Ù45_67+*%$ûÞ�>:28&9ABC:D��E·�

F:�_�G�H,/IJKKü3H=Ù45BL/MN2D

GO+PQRSTUúVWXYZ�aÕbcd-D

e�Ô%fûÞ�ghi*jklmAG_n¾op×qBrsÉ/H1":-tæZD

StæuvcÜ�w×xy4":-Dd-��*��>A�HB�xy4"=:2Z�aÕ>�":2�*

p�×�_��K/�1A�"aÕt%��w>�/�ý�;HB���4"4ý12D

�/�>�����4HB��N":2,/��/�":2�è_§�+*YN1�=�K��DbAtÕ

��4HB��YÂ���bAüK4&�>3�"&O2D ������������
	�

� �

� �

（平成26年11月　237号）

���� ���������

������������������������� ��������
	
������������������������ � � ������������
���������������������������������  � ������������

������ ������������

����
�������������������¡¢£¤�¥¦�§¨©¨�ª��«¬®�¯

�¤°±²�¯¦�³±´�§µ¨¶��·�©¸¹´�º»¼½¨¾¿©¸ÀÁ���¦
ÂÃÄ¢ÅÆÇÈ¥ÉÊËÌÍËÅÆ��¨©¨�Î�¤°¨©Ï´�¨�ÐªÑÒ�ÅÆ

Ó��ÔÕÖ£���Ã£×µ��£©ØÙÚÔ�ÛÜÝÞÝß¥à�Ë��áÔ�¨�âãäÓå§ÅÆ�æç
è©��éê�ëìÐí³îÔïð�×åíÊ²ñí§òÔ£ó��ôõ�ö÷øùÐú²Ë�Ëû�üÐýþ
ÿ´�~}|{�þí�[\�¨�À
×]�ÕÖ�ÅÆ�£íµË��¡�¥^¡©�_`¨Ë����¨@?åª>=<;Ü��þË����¨@?åÀ
¤�Ðíåµ��¡¢�¦¡´í[\�¨���¤°���:Øµ��·�©¸À
/.-,Ð+³íå*��°�Ð)�(?£'&©¸À �����

� � � � �  %

ö$# × � " !í01	23 Ã 4 Ó � 567

89A���BC#�
DE#�

FGHIJKLM¾NOP0{ºQ
RæSTU

VWX ��"
�����D
�����

FGHIJKLM¾NO

��BÂ#� YZ¬ �����D ��«¬è ab¬cU

��BÂ#�
D��#�

FGHIJKLM¾NOP0{ºQ
RæSTU

VWX �d"
�����D
�����

FGHIJKLM¾NO

��B��#� efghi®¬ jklmnÓ£o�Ë �����D pqJ rs

��B��#�
��Boþ�t;ÝuvwxÝMy�ß
�O����©t���¥I&��

VWX ��" �����D
�����è��Ab
M;ß���������O

E

��B�d#� �ôÛ���Y¬��Z®¬ �����D #�����è

��B��#� ���i®¬ jklmnÓ£o�Ë �����D ����

��BC#� YZ¬ �d���D �ß��
©

��BC#� 	�¬ �����D �ß��
©

��B�#� ©t�³&i®¬
oþ�t;Ýu�vwxÝ
©�Í

�����D ���ÞÜuÝ�ÝÜ

��B�#�
��Boþ�t;ÝuvwxÝM��
©tí���O

VWX ��"
�����D
�d���

���	 E

��B�#� Û�������¬ VWX ��" �����D ����è E

��B��#� ��}¬ otº�����Ö�¬c �����D ��

��B��#� �������«i®¬
oþ�t;Ýu�vwxÝ�
�����

�����D ?§´

��B��#� ��}¬ otº�����Ö�¬c �����D ��

B #��#� × � " Ó �

ABE#� j���©�&

AB��#� jklmnÓ�j�¬ ��Ü��ê

�B�#� ��������&���� ���

�B�#�
�ABoþ�t;Ýu�vwxÝ

�}Û���!$
M�����CBA#���������¬O

�����Õ�v��Ý ab ��¬cU

�BÔ����Ò
��Boþ�t;Ýu�vwxÝ

������«i®¬!$���Ô�
�Ò

aBE#� ������¬ ���y���

����� ����� �������

������ ����

��� ��� í¨ ��� í¨

��� ��� í¨ ��� í¨

����

������

		������������

（令和２年１月　268号）

���

� � � � � � �

��� � � �

�����
�������
	����������
������ ��� �������������
 ��� �������

������ ���� �������

������ ��� ¡¢£�¤ ¥¦¦§��

������ ���� ¡¢£�¤ ¥¦¦§��

���̈��
©�ª«¬����
 £¢®¢ ¦̄®°̄ ¦̄®±°²±³́ µ³¶·¦�

��� � � �

¸�¹��
º»¼�� ����½�¾¿À�
 ���ÁÂÃÄÅÆÇÈÅ¤É�

¸��Ê�� ËÁ� ÌÍÎÏ�

¸����� ÐÑ¿ÒÓ� Ô�ÕÖ×Ø�ÙÚ�ÛÜ��

¸����� ÝÞß¼�Ð�� Ô�ÕÖ×Ø�ÙÚ��

¸�à��� áÜË�âãÐ�� äåæçè�

����� ËÁ� ¡¢£�¤ ¥¦¦§��

���������� ������
��������������������������������������������

������������������������������ ������������������������������

é�����êë��ìì�í�îïðñòóôõÞö÷øùúû

ü�ý���þí�êÿ~}|{[\�àìì~ñ]^_[`@?>

=�_[`

<ß;>é:Ý/.-

Ü,+ØôÐ�*�)<?ó('&%$#¬�ß��Ýè"!?>ô<ß01ñ

���þí�ß2345:67?89íÞAB?>=C/ù`_8�DE�úûü�

��FGH�ÞIJKLª��M/ôNâ���ßOPQ�RßSíôTU:VW

8M_X_ÝY�ÏZaÝèb>cd/89íÞef:|g:Dåó�ù`�hi<

/j/ßk�ÂÏlmßnopÝèÓ>qd/89í}?rî`��st}?8`

uéß¼�:þ�óêô¼�ßvâÝèwxßy�ßÝB}���þí�ß�¬��Ö:���ñ��ô¼��

�ßÐ8Ý��ÞÝM/ôÄ�ß��ê��M/8�î}[`

��í�Yíß�8�ßÝB}ôE�Ý��Ï�:Ð8Ý�
ß	�Þé�ß�s�Ý��:ZaM/ó�_

[`�hißMdÝùP�íÄ���ñôé}�î�������}ü�¼�ß��í��ñôwí?ólm�í

lmßSßí?ó �:N/�åóH�:����ó��_?rî` ��� ���

� � � �

� ���������������
	�����������������

� ���������������
���������������� ���������������� �¡¢£¤¥�¦¤¢§̈©ª̈§« ¬̈®̄°¤̈§±°¤̈£¤²¤®³ª

������

���������������

������������
������������

���
	������

写
真
集
②

写
真
集
①

（令和７年３月　299号）

12 つちおと  2021年５月

公益社団法人 長野県建築士会ながの支部
〒380-0813 長野市大字南長野南県町686-1　長野建設事務所建築課内
http：//kenchikushikai.info/  ℡  026－225－9980
e-mail：jimukyoku@kenchikushikai.info    026－225－9981

支 部 日 誌 事 務 局

開催日 行　 事 　名 開催日 行　 事 　名

３月５日㈮
ながの支部ボウリング大会
（ヤングファラオ）

４月６日㈫ 三役会（web会議）

３月９日㈫ 三役会（web会議） ４月13日㈫ 幹事会（web会議）

３月12日㈮
応急危険度判定士「オクレンジャー」
登録説明会（Zoom）

４月15日㈭ 編集部会（テレワーク活用）

３月19日㈮ 北部ブロック幹事会（中止） ４月22日㈭
支部諮問会議
（長野県建築士会館３階）

事務局だより

４月１日現在　373名

退会者　３月

　北部Ｂ　佐藤　修明　　増田　幸雄

　　　　　宮沢　　良

　南部Ｂ　北村　宜洋　　関森　宗路

　　　　　高山　　耕　　羽田　友宏

　　　　　丸山　吉道　　山口　博子

　　　　　山田　和彦

　須高Ｂ　北沢　孝樹　　玉井　一則

　　　　　戸松清一郎　　平林　和子

移　動　４月

　北部Ｂ　江口　大輝　　飯水支部へ

会員の動き

◇会費納入について

【郵便振替用紙で会費納入の会員様】

　会費納入依頼書（請求書）・郵便振替用紙を今月下旬～ 6月上旬

に送付致しますので、納入をお願い致します。

【6月預金口座引落の会員様】

　6月2日に口座より引き落とされますのでご用意をお願い致します。

◇住所・勤務先等変更事項がありましたら、事務局へ
ご連絡をお願い致します。

E-mail：jimukyoku@kenchikushikai.info

TEL：026-225-9980　FAX026-225-9981

　新型コロナウイルス感染症の感染者数が長野県・全国でまた増えてきている。５日全国の

３都府県で「まん延防止等重点措置」が適用された。昨年からずっとＺＯＯＭの会議で直接

お会い出来ていない。４月の三役会・幹事会はリアル会議が出来るのかと楽しみにしていましたが、リモート会

議になってしまいました。・・・暗い話題の中に明るい話題です。おととし２月に白血病と診断され入院生活

を10か月して競技から離れていた池江璃花子さんが100メートルバタフライで優勝し、東京オリンピックのメド

レーリレーに内定しました。インタビューに「つらくてもしんどくても、努力は必ず報われると感じた」と答え

る20歳に感動しました。  （Ｈ・Ｎ）

編集後記

　例年、（一社）長野県建築士事務所協会須高支部、長

野県防災協会須高支部と合同で開催しております、三会◆題字「須古宇」 には先輩の魂を引き継ぐという意味があります。 

「須高三会合同懇親会」の
開催中止について

合同懇親会ですが、本年も新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況を考慮いたしまして、中止といたします。

　昨年より皆様にお会いする機会が減少しており、今年こそはと楽しみにしていたところ、中止となり申し訳あ

りません。何とぞご理解くださいますようお願い申し上げます。

　なお、来年こそは開催する予定ですので、ぜひご参加いただきますようお願い申し上げます。

表紙に戻る

（令和３年５月　276号）
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36 つちおと300号

設計者：広瀬　毅
所在地：上水内郡飯綱町川上
構　造：木造 地上２階

設計者：伊東　亮一
所在地：長野市上松
構　造：鉄筋コンクリート造

（一部鉄骨造）地上２階

設計者：
　緑川　直彦・淳子
所在地：
　千曲市大字小船山
構　造：
　木造 地上２階

長野県建築文化賞受賞作品写真長野県建築文化賞受賞作品写真

霊仙寺の家第 回9
平成20年
（2008）

第 回12
平成27年
（2015）

善光寺平を望む家

第 回13
平成28年
（2016）

最優秀賞（知事賞）
住宅部門

最優秀賞（知事賞）
住宅部門

奨 励 賞
住宅部門 小船山の家
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設計者：松橋　寿明
所在地：東筑摩郡朝日村古見
構　造：木造 地上2階

設計者：久米　勇一
所在地：北佐久郡軽井沢町発地
構　造：木造（一部鉄筋コンク

リート造）地上1階

設計者：関　邦則
所在地：上田市中之条
構　造：（店舗）木造大断面集成材工法
　　　  （住宅）木造在来工法 地上２階

長野県建築文化賞受賞作品写真長野県建築文化賞受賞作品写真

優 秀 賞
第 回14
平成30年
（2018）

一般部門 朝日村新庁舎

奨 励 賞
第 回14
平成30年
（2018）

一般部門 軽井沢発地市庭

奨 励 賞
第 回15
令和２年
（2020）

一般部門 上田中之条ツインウッドプロジェクト
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設計者：田中　圭
所在地：長野市上野
構　造：木造 地上2階

設計者：下﨑　明久
所在地：須坂市村山
構　造：木造 地上2階

設計者：伊東　亮一
所在地：千曲市八幡
構　造：木造 地上２階

長野県建築文化賞受賞作品写真長野県建築文化賞受賞作品写真

奨 励 賞
第 回15
令和２年
（2020）

住宅部門 いなか暮らしの家

奨励賞・新人賞
第 回16
令和４年
（2022）

住宅部門 上 野 の 家

姨 捨 の 家
奨 励 賞
住宅部門

第 回17
令和５年
（2023）
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設計者：松橋　寿明
所在地：南佐久郡佐久穂町穂積
構　造：木造　地上２階

設計者：関　邦則
所在地：長野市鶴賀緑町
構　造：鉄骨造　地上３階

　多雪地の山地の林縁で見られ花期は６月。花色は薄紫色。大型の花で花弁に
見えるのは萼片。＜絶滅危惧Ⅱ類＞危惧要因としては森林伐採や踏みつけによ
る。

シラネアオイ

44444444444444444444444444

長野県建築文化賞受賞作品写真長野県建築文化賞受賞作品写真

第 回17
令和５年
（2023）

奥村土牛記念美術館耐震改修工事
最優秀賞（県知事賞）
既存ストック活用部門

第 回17
令和５年
（2023） 一般部門

省エネ賞

広場と向き合う事務所－相馬商事㈱長野本社
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　「瀬田の唐橋」を渡った所にあるＪＲ唐橋前駅の駐車

場が前回のゴール地点である。

　今日2018年12月15日はここがスタート地点になる。ここ

でウォークリーダー（随行案内者）に、今日の名所旧跡、

歩く時の注意事項等を聞き、準備運動をして出発する。

今回のウォークリーダーは１号車村上さん（男性）２号車

横田さん（男性）トラビスジャパン㈱の添乗員さんは１号

車松橋さん、２号車石原さん。参加者１号車（東北信、

中信の半分の方）32名。２号車（中信の半分の方と南信、

山梨方面の方）32名の計64名である。今回２泊３日の工程

であるが、２日目に最終地の京師（京都）に着き、全496

㎞完歩して東海道五十三次ウォークが終了する。３日目は

京都市内の神社仏閣を参拝する。

　ＪＲ唐橋前駅から、東海

道五十三次では関係無い逆

方向の京阪石山寺駅方面ま

で歩き、近くにある「西国

十三番石山寺」を参拝する。 

敷地が広い寺院で、本堂、毘 

沙門堂、権現社本殿、大黒

天等建物がたくさんある。

山の裾から山の中腹まであ

る寺を巡るが、敷地が広い

のと建物の数が多いので巡 

るに時間がかかる。岩の上に 

建物があったり、谷にあっ

たり色々な所にある立

派な寺院だ。数あるお

寺をここに造ったもの

だと感心する。

　ＪＲ唐橋前駅に戻る

途中岸辺を通ると、京

都大学ボート部ボート

センターの建物を見て

通る。かの有名な京都

大学ボート部だ。この

場所から「琵琶湖周航

の歌」が流れたんだな

と思う。ボートがたく

さん置いてある周辺を

見ると、若者が練習し

ていて活気あふれる場所だ。ここに立つと遠くまで岸辺

が良く見え、琵琶湖の景色は素晴らしく綺麗。

特別寄稿　街道シリーズ

ＹＵＭＥ追い人

街 道街 道

　東海道五十三次の内

第
43 回

大津宿～京師（京都）まで歩く

日
本
橋

品
川
宿

川
崎
宿

草
津
宿

大

津

宿

京

師

　ＪＲ唐橋前駅から松が残る「松林跡」「若宮八幡宮」「篠

津神社」「膳所神社」を通り、膳所城跡でトイレタイム。

大津市観光課で立てた「城下町膳所案内図」を見る。案

内図はこの城下町の都市計画を示してあり、当時の城主

の意気込みを感じる。

　「和田神社」「石
い わ い

坐神社」を通り、木曽義仲を祀って

ある義仲寺へ着く。

　ウォークリーダー

（随行案内者）の説明

を聞く

　『義
ぎ

仲
ちゅう

寺
じ

は、昔琵琶 

湖に面した景勝の地の

「粟津ヶ原」に、朝日

将軍木曽義仲の墓所が

ある所で、ここで木曾義仲が討ち死にし、側室の巴御前

がこの地に草庵を結び、義仲を供養したと言われてお

り、「巴寺」ともいわれました。

　治承四年（1180年）信濃で平氏討伐の挙兵をし、寿永

二年（1183年）５月、北陸路で平氏の大軍を打ち破り、

７月京都に入ったのですが、翌三年１月鎌倉の源頼朝の

命を受けて都に上って来た源範頼、義経の軍と戦い、こ

の粟津ヶ原で討ち死にされました』

　塀で囲まれた中に入ると庭園や義仲公の墓、朝日堂、

芭蕉翁の墓、翁堂、粟津文庫、資料館、巴塚、木曽八

社、巴地蔵堂等がある。我々信州人は木曽に愛着があ

り、そこに住み、平家追討に活躍した木曽義仲にも親し

みを持っている。

　義仲寺から大津駅前の駐車場に行き、今日はここが

ゴールになる。本日の歩いた距離は9.7㎞である。

　夕食は淡味の膳処「洗心寮」で戴き、ホテルは「テト

ラ大津、京都」で泊まる。

　2018年12月16日㈯。朝食は６時30分から始まり、出発

時間は８時50分である。昨日ゴールした大津駅前の駐車

場まで大型バス２台で行き、準備運動、本日の名所旧跡

の説明、歩く時の注意、トイレの場所等をウォークリー

ダー（随行案内者）より聞く。本日のウォークリーダー

（随行案内者）は昨日と同じ１号車村上さん、２号車横

田さんで、トラビスジャパン㈱添乗員さんも昨日と同じ

１号車松橋さん、２号車石原さんである。

　大津宿の中程でウォークリーダー（随行案内者）の説

（最終回）

西国十三番　石山寺

京都大学　ボートセンター横を歩く

綺麗な琵琶湖の岸辺を歩く

木曽義仲を祀った義仲寺
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明を聞く

　『大津宿は町並み東西16町51間、南北36町19間で南北

に長く、家數3,650軒（内　本陣２軒、脇本陣１軒、旅

籠71軒）あり、人口は女性7,586人、男性7,306人、女性

が圧倒的に多い街で、合計14,892人でした。「高札場」

であった事を示す「札の辻」の標柱が立っています。

「札ノ辻」は敦賀へと続く西近江路（北国海道）との分

岐点でもあります。大津宿は京都に上る際に最後の宿場

となりますので大きな宿場であった事が分かっておりま

す。国道沿いの歩道を歩きますが、逢坂峠に向かい登坂

になります。

　途中「蝉丸神社」下社があり、蓮如上人に関係ある安

養寺、蝉丸神社上社となっております。「蝉丸」は琵琶

の名手で歌人でもあり

ました。

　逢坂の常夜燈は大き

な常夜燈です。逢坂山

関跡には「逢坂山関跡」 

と彫った石碑が立って

います。「鈴鹿関」「不

破関」と並び古代の「三関所」と言われていまして、こ

こは東国へ行く唯一の大きな街道でした。逢坂山は以前

急な峠でしたが、江戸末期と、昭和初期の２回の工事で

10ｍ程掘り下げられましたので、今では急な坂道ではあ

りません』

　京都に向かって右側にある蝉丸神社分社は山の途中に

あり、道路より神社へ上る石製階段が長く、峠が下っ

て、階段の段数が増えたので途中から階段を下へ足して

ある事が良くわかる。峠越えが楽になったとはいえ、

我々が歩くには長いきつい道だ。ここへ来る前の「蝉丸

神社下社」では、本殿屋根の漏水で、檜皮葺きの屋根と

建物本体の一部がボロ

ボロになっているのを

見る。こんな姿になる

前に修理は出来なかっ

たのか疑問に思う。重

要文化財に指定されて

いる建物がここまで壊

れるとみじめだ。

　峠へ行く途中にある「閑
か ん

栖
せ い

寺
じ

」に入る。逢坂峠を登

る荷馬車が横に滑らない様

に、花崗岩に輪立の溝を

掘って敷いた「車石」の一

部が残されていた。京へ上

る前の「日ノ岡峠」でも

「車石」が敷かれていたと

いう。この「車石」は当時

の京都の篤志家がー人で寄

付したと聞く。長い勾配の

きつい道中に「車石」があ

れば、牛馬は荷車を曳

けば良いだけなので大

分助かると思う。「ボ

ランティアガイド」の

方に「車石」について

説明していただく。当

時、その日の午前と午

後で、又時間によって登りと下りに分けて通ったとの事

で、「車石」は京都の物流の要として威力を発揮したも

のだと言う。

　閑栖寺に来る途中の、広い道路脇にも「車石」と大き

な石製荷車が展示されていた。

　大津市から京都市に

入る所に追分の道標が

ある。右へ行くと東海

道で京都に着き、左の

道に行くと大阪に行く

奈良街道である。「み

きハ京みち」「ひたり

ハふしミみち」と大き

な石柱が立っている。

　京都市山科区に入 

り、「三
み

井
い

寺
で ら

観
か ん

音
の ん

道
み ち

」の 

大きな道標に出る。そ 

の横を通ると「南禅寺」 

に着く。三門、法堂を

見て国宝の大方丈、疎水が通るレンガ積みの水路閣を見

る。「大人の修学旅行」の気分。

　粟田神社の鳥居、青蓮院の横を通り、知恩院に出る。

知恩院の三門、御影堂は国宝に指定されている。三条大

橋はもう近いとウォークリーダーが言う。

　坂本龍馬の結婚式場跡を横に見て三条大橋に向かって

進むと高山彦九郎の銅像がある。台座の上で京都御所に

向かって正座をしている銅像だ。

　鴨川の流れに架かっている三条大橋は、天正十八年

（1590年）豊臣秀吉が改修した時の擬宝珠が残り、木造

欄干と共に擬宝珠は何百年もたっている。そんな説明も

耳に入らず、足が前に進まないが、ようやく三条大橋に

着く。

　三条大橋を渡ると妻だけ

知っているはずが、橋のた

もとに京都に住んでいる長

女と孫二人が来ていた。記

念写真に孫二人は完歩しな

いのに写っている。（皆様

ごめんなさい）三条大橋の

川原に下りると、ウォー

クリーダー（随行案内者

「旅人企画」）とトラビス

ジヤパン㈱の方が、「おめ

でとうございます　東海道閑栖寺入り口

蝉丸神社　分社

本殿屋根にブルーシートが掛かっている
「蝉丸神社下社」

右東海道、左奈良街道の「追分」

南禅寺山門に着く

閑栖寺内に展示されている「車石」

京都三条大橋を渡る、左下の河原
では先に着いた人が待っている
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五十三次ウォーク　完歩」と書いた大きな「横断幕」を

掲げて待っている。その下を通りゴールする。皆「やっ

た、やった」「万歳」「おめでとう」と言い合って握手す

る者、ハグする者、様々。

＝ついに東海道五十三次を完歩した＝

　完歩した夜、京都市内のアーバンホテル京都で、完歩

の「記念パーティー」が行われ、「おめでとう」と日本

酒やビール、ワイン、ウーロン茶で乾杯する。

　 ア ル コ ー ル が ま

わって皆の顔がピン

ク色になった宴たけ

なわの頃、完歩した

人に「完歩証明書」

が一人ずつ参加者の

前で渡され、拍手喝

采になり、盛り上が

る。酒が入って上機嫌になり美酒に酔いしれ、時間を忘

れ、旅の昔話に花が咲いた。

　３日目の12月17日

㈰ は ホ テ ル か ら 出

て、京都観光メッセ

にて観光案内講習を

うけ、京都検定一級

ガ イ ド に よ る 案 内

で、江戸時代の旅人

が江戸から京都に来

て参拝したと思われる京都御苑、清水寺、他等をゆっく

り参拝し、長旅の疲れを癒す。

　15時に大型バスに乗り、長野県や山梨県の各所で参

加者が降りる時「来年の慰労会にまたお会いしましょ

う！」の「約束」でお別れする。

　東海道五十三次を完歩したその後、希望者は京都山科

の追分から南へ下り、淀川に沿って大阪城まで歩き、

「東海道五十七次」を完歩する。「達成感」の言葉が当

てはまる。

　「大阪あべのハルカス300」の展望台に上り、当時日

本一高いビルの上から大阪ダウンタウンを見る。高さも

高いが値段も高いコーヒーとケーキを展望台で美味しく

いただく。

　「完歩」の帰りは、皆様がバスで下りる時の別れが名

残惜しい。

　東海道は平安時代以来、京都と東国を結ぶ幹線道路と

して物資の運搬、人の移動に利用されてきた。江戸時代

には五街道のーつとして、京都と江戸を結ぶ国内第一の

幹線として行き交う旅人で賑わっており、徳川幕府によ

り126里６町11間（約496㎞）にわたる街道筋の現況調査

並びに道中図と呼ばれる一連の絵図等も作られ、大名の

参勤交代にも使われていた。

　東海道は中山道、日光道中、奥州道中、甲州道中を加

えた五街道の中でも江戸と京を結ぶ江戸時代唯一の幹線

道路であった。江戸日本橋から小田原、箱根、大井川を

超え、遠州灘沿いに西へ進み、伊勢桑名宿を経て鈴鹿峠

から近江の水口、草津などの各宿場を経て瀬田の唐橋を

渡り、京の三条大橋に至るもので東海道五十三次と称さ

れた。（東海道五十三次の道中の某掲示板に記載）

　江戸時代の交通制度は士農工商の士、武士の為にでき

た制度である。

　トラビスジャパン㈱主催の「東海道五十三次全23回」

は、第１回目が2016年９月22日に行われ、台風が来た嵐

の中を「江戸日本橋」から銀座を通り、品川宿まで歩

く。びしょぬれの参加者は約400名、大型バス10台。第

２回目は品川宿～川崎宿まで歩き、この日は曇りから夕

方雨が降るが参加者は第１回目の半数の約200名で大型

バス５台。第３回目の参加者は150名。第５回目以降か

らは60名から70名前後になる。雨の日の「歩け歩け」は

箱根峠でも雨に降られ、箱根の「石畳み」の雨には閉口

したが、雨が降った時の歩きは思い出深いものがある。

　日本橋から京都三条大橋まで約496㎞完歩した人は、年

齢、職業（元職業共）が様々で、第１弾34名、第２弾では

18名、計52名の方が、２年３ヶ月以上かけて歩いている。

　政治、歴史、地理、考古、建物、宗教、お祭り、地域

地区により違った慣習、県民性　等が色々分かり、人と

の繋がりもでき、良い「東海道五十三次」であった。

　この「歩け歩け」に携わって御足労戴いた方々と家族

に感謝感謝です。

終り

完歩証明書受与式

東海道五十三次ウォークのゴール

京都御苑にて長旅の疲
つか

れを癒
いや

す

完歩後の記念撮影
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＜祝＞『つちおと』300号
長野県建築士会 相談役　依　田　高　彬

（ 北 部 ブ ロ ッ ク ）

　「つちおと」300号を迎えること、おめでとうございます。関係役員皆様
方の努力の積み重ねの結果だと、ご推察申し上げあらためて敬意を表しま
す。振り返ってみますと私が建築士会に入会したころは建築士試験に合格す
れば当会に入会することがごく当たり前の時代で当然のように先輩の進めも
あり仲間入りしました。お陰様で全国大会への研修旅行の参加により日本中
を旅することが叶いました。支部会員皆様との親睦をはじめ、本会会員の皆
様とも交流が深まり、たいへん有意義な時を過ごすことが出来ました。
　80歳を迎えた現在、士会での一番の思い出は第42回全国大会長野大会
（1999年10月22日）開催です。前年長野オリンピックが世界の注目のもと開催され幾つものオリンピック施設が建造
された中、メイン会場となったビックハットを大会会場として全国から参加する会員の皆様をお迎えいたしました。
当日は会場に5,000人を集めることが宮本忠長長野県建築士会会長の至上命令で、関係役員の皆様と始まる５分前に
会場内を満杯で埋め尽くすことができ、ホッとしたことをあらためて思い出す心境です。
　これからも建築士会がさらなる発展を期することをいのります。

ながの支部 「つちおと」 300号に寄せて
「つちおと」200 号発行特別委員会 委員長　宮　下　正　一

（ 南 部 ブ ロ ッ ク ）

　歴代の編集部長を筆頭に編集部会の皆さんは日々、混とんとした時世の中にもかかわらず絶え間なく支部会報「つ
ちおと」を発行し続けてくれました。感謝に堪えません。

　平成20年（17年前）副支部長６年目の終盤に「つちおと」200号発行特別委員会のまとめ役として編集委員会（当
時は委員会）の歴代・現役の皆さんに集合していただき、発行に漕ぎつけたことを改めて思い出しています。
　改めて読み返してみると委員のみなさんの奮闘が確認でき、記事の校正、執筆者による多岐にわたる記事内容には
今でも感激しています。
　奇しくも翌年、「建築士ながの」の発行を担う総務・情報委員長として、全県の建築士会員に情報を伝える立場に
なるとは想像もしませんでした。

　「つちおと」のページをめくる（デジタル化されてからはスワイプ）度に建築士会に入会して良かったなぁと思う。
紙面に登場する皆さんに出会えて幸運だなと、いつからか思うようになりました。

　「つちおと203号」では新春交流広場2009，野尻湖ワカサギ釣り、サンゲツの見学会と明治村見学、善光寺街道の
記事とともに長年事務局の窓口で支部を支えてくれた中村さんの退任、長野市建築指導課の篠ノ井支所駐在廃止と同
時に長野県建築住宅センターが篠ノ井支所でも長野市全域の確認審査開始報告記事が掲載されています。

　「つちおと」の大きな変化は275号からデジタル配信が開始され、286号から紙面の発行を停止しました。282号の号
外記事により会員名簿により会員専用記事掲載も可能となりました。紙面がカラーになり、電子文書なのでページが大
幅に上回る内容となったのではないでしょうか。紙ベースになじみのある会員にとっては寂しいことかもしれません。

会  員会  員    かか    らら
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　平成26年（2014）には本会の筆頭支部として長きにわたり主席をつとめてリーダーシップを発揮してきた長野支部
がその座を譲ってしまったことは残念でありました。
　令和元年（2019）大きな明るい未来が開けました。長野支部と須高支部が統合して「ながの支部」が誕生したこと
です。両支部役員に敬意を表します。
　「つちおと292号」のまちづくり研修会「須坂の街並みに学ぶ」に参加してみて仲間が増えたことのうれしさを実
感しました。

　令和元年の台風19号災害や消費税率の値上げの影響で会報運営が不安定な基盤となり、更に新型コロナウイルスに
よるパンデミックやウッドショックが追い打ちをかけました。
　最悪の世情のさなかにも「つちおと」は絶え間なく会員が元気になる情報を提供し続けてくれました。

　「つちおと」には「つきいちアーキセミナー」や支部協議会（支部総会）、新春交流広場、委員会（まちなか特別
委員会を含む）とブロックの活動状況の詳報に加え「長野びんずる」やボウリング大会、ゴルフ大会、野尻湖周辺の
レクリエーション、虫倉山・飯縄山・戸隠古道散策などの体育会系と、文化系の「街道シリーズ」、「お抹茶体験教
室」、全国大会支部研修旅行が報告されています。
　とりわけ、201号から読み返してみると202号に早くもＹＵＭＥ追い人（当初は上原）さんの街道シリーズが登場し
ます。当時は善光寺街道でしたが最新版では東海道で第40回目の執筆です。またヨット・カヌー・ＢＢＱat野尻湖を
企画してくださっている高山さん、全国大会の支部研修旅行を企画してくださっている緑川さんの御三方には感謝し
かありませんが、これからも支部と紙面を盛り上げてくれることを期待してしまいます。
　最近は同好会の記事も見受けられるようになり、彩とりどりの情報やイベントが支部を盛り上げてくれることで
しょう。

　平成23年（2011）３月11日の東日本大震災（Ｍ7.5）、３月12日の長野県北部地震（Ｍ6.7）、６月30日には松本を震
源とする長野県中部地震（Ｍ5.4）が発生しました。
　その後も2014年11月22日に白馬村を震源とした長野県神城断層地震（Ｍ6.7）。
　2016年には熊本地震、2024年には能登半島地震が発生しています。このような大地震には応急危険度判定士として
復興支援に携わった支部会員も大勢います。会報にも数例が報告されて、ながの支部の支援状況が伝わってきます。

　「つちおと」は支部会員のエネルギーの源です。建築士としての誇りと情熱と連帯感を発信する会報は、ながの支
部の一級品の宝物です。支部内の親交を深め、さらに他支部も参加できる会報を意識しながらChallenge（チャレン
ジ）とChange（チェンジ）、をしていけば、きっといいChance（チャンス）が訪れることを期待します。

　　参考文献：「つちおと」200号～297号

　　　　　　　長野県建築士会　創立60周年記念誌

　　　　　　　長野県建築士会　創立70周年記念誌

　山地の木陰で花期は９月。花色は薄紫色。長野県では東南信に自生するが、
なかなかお目にかかれない。＜準絶滅危惧＞危惧要因としては園芸採取や生育
地の環境変化による。

レンゲショウマ

　植物に限らず、「絶滅危惧種を守る」ことについて環境省では次のように説明している。生物の種は生命の長い
歴史の結晶であり、かけがえのない価値を持っている。私たちの暮らしは多様な種が関わり合いながら形成する、
自然の恵みに支えられている。また地域の文化に密接に結びついた種もある。すなわち絶滅危惧種は地球の宝物で
ある。身近にある可憐な植物。末長く見守りたいものである。 中島誠至（北部ブロック）

44444444444444444444444444



45つちおと300号

つちおと　300号
協 賛 広 告

ありがとうございました
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本　　社：
東京本社：
Ｕ Ｒ Ｌ：

長 野 市 県 町 5 2 4
東京都中央区銀座1-9-2
http://www.kitano.co.jp/

未来を育てる人がいる
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〒380-0813
長野市大字鶴賀緑町1605番地14　高見澤ダイヤモンドビル9F
電話：(026)219-2310　FAX：(026)219-2315
URL：http://www.n-jutaku.or.jp/
E-mail：nj-honsho@n-jutaku.or.jp

一般財団法人
長野県建築住宅センター

 矢 澤　　博
      Yazawa                  Hiroshi 

 理 事 長

佐 藤 建 設
代表　佐　藤　一　利

〒382-0000　須坂市大字須坂1892-3（沼目町）
℡ 026-245-3302　　fax 026-245-3845

e-mail sato.new-mumamane@stvnet.home.ne.jp

〒380-0836 長野市南県町1057－13
TEL （026） 224-8469㈹  FAX 224-8648
E-mail:nps@janis.or.jp
http://www.naganoprint.co.jp

有限会社
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㈱
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創業１０7年 「時を超えて、美しい建築へ」

株式會社 美登利屋工務店
代表取締役 森 望 取締役 松林 耕平 ・ 和田 惇義

スタッフ 白石 恭平

舎守り(再生・メンテ)

設計(新築)

信濃の舎(モデルハウス)

Email midori01@maple.ocn.ne.jp

〒381-3303長野県上水内郡小川村小根山4444-3創業地・工場・自宅

TEL 026(269)2228 FAX 026(269)2168

〒381-2205 長野県長野市青木島町大塚1495-2

TEL 026(285)7484(代) FAX 026(285)7485

HP http://www.om-midoriya.jp
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和 出 賢 司
和出建築設計室
〒388-8019　長野市篠ノ井杵渕70-10
Tel: 026-292-7537  Fax: 026-293-8970

E-mail: wade@image.ocn.ne.jp

kenji wade

一級建築士 

ARCHITECT

URL: https://www.kenji-wade.com

携帯: 090-1611-0554

大 島 翔 吾　一級建築士
380-0935 長野市中御所 2-30-17 セレム双葉 203
0 9 0 - 4 7 0 7 - 9 6 1 0 　 o s h i m a @ s h o g o s h i m a . j p

Oshima Archi tects
����������所
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住まいにも自然にも調和する木の質感と風合い

アルミクラッド構造を採用し、
外部のアルミカバーで
紫外線や雨から木部を守る。
国産桧の集成材を使用し、安定した
強度で環境に配慮した木製窓。

トリプルガラスと木製フレームで
高い断熱性能を実現。

トリプルガラス木製窓 APW651

⻑野ショウルーム
⻑野市三輪1-7-10 026-244-1533

「「楽楽ししむむ」」をを住住環環境境かからら!!

ＴＥＬ．026‐222‐5822 ＦＡＸ．026‐222‐5823
http://www.kaneto‐nagano.co.jp
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甲信営業所/〒406-0812 山梨県笛吹市御坂町下黒駒1330  TEL.055-288-1741　FAX.055-261-5221

長野元旦会
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建築士には飛躍がある
　支部会員の動静を伝え続けた支部会報「つちおと」。平成３年（1991年）４月に100号が発行され、平

成20年（2008年）９月に200号が発行されました。いよいよ300号の発行です。この間、紙面配布から電

子版へと形が変わりましたが、毎号、この電子版の充実を図り会員のつながりを伝え続けている編集委

員会（現…総務情報委員会編集部会）の歴代編集長や委員の皆様には心より感謝を申し上げます。

　長水支部として発足した当支部は長野支部と改称後、200号から300号の間に須高支部と統合して「な

がの支部」となりました。会員数の減少には歯止めが掛からない状況ではありますが、会員諸氏の心意

気は衰えることなく先輩から引き継がれています。

　平成23年（2011年）３月に発生した東日本大震災は最大深度７（宮城県栗原市）を記録し死者・行方

不明者が２万人を超える未曽有の大災害となりました。加えて、多くの建物が消失し、生き残った方々

も生活に困窮する日々が続きました。一人の建築士として、また、構造設計を生業とする者として、大

地震に加えて津波という自然災害に立ち向かう使命を改めたのを記憶しています。その後も熊本地震

（2016年）、長野県南部（2017年）、胆振地方中東部（2018年）、福島県沖（2021年、2022年）、石川県能

登地方（2024年）など大きな地震が頻発していますし、南海トラフも動き出す素振りを見せているこの

頃です。ご存じの様に、我々建築士は「衣・食・住」と例えられる人間が生きていく上で根幹となる柱

の一つ「住む」という分野を担う建築に携わっています。今一度、建築士の意義を考え、自然災害や異

常気象に備える技術を蓄え、自然に優しい・自然に強い建築を造っていきましょう。

　先達は「建築士の歌」から会報「つちおと」と命名されたと想像しますが、この300号記念号の発行

を心待ちにされていたであろう先輩方々にはどの様に届けられましたでしょうか。

　支部活動も大きな転換期を迎えておりますが、建築士としての使命を背負い「晴れ渡る世紀の空に」

大きく羽ばたいて参りましょう。これからも「建設の使命果てなし」です。

　会報「つちおと」は400号に向けて既に邁進しております。

（つちおと300号発行特別委員会 委員長　原山　泰）

委　 員 　長：原山　泰
副……委……員……長：堀　　幸一・永井　寛治
北部ブロック：土倉　武幸・村本　純一
南部ブロック：大島　翔吾・馬場由喜美
須高ブロック：松澤　三雄・吉澤まゆみ
若手メンバー：小澤　廣勝・大日方紘子・北村あや香・藤澤　拓希
編……集……部……会：上原　良知・小野里幸織・川村　和廣・和出　賢司
　　　　　　　金谷　賢司（三協アルミ）・山田　数之（三和シヤッター工業株式会社）
支…部…事…務…局：平井　純子

つちおと300号発行特別委員会

公益社団法人 長野県建築士会ながの支部
〒380-0872 長野市大字南長野字宮東426-1　長野県建築士会館２階
http：//kenchikushikai.info/
e-mail：jimukyoku@kenchikushikai.info

℡ 026－225－9980
  026－232－2588


